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第十四回那覇市議會（定例會）

亊務顛末

招集　　　　一九五六．九　七

開催年月日　一九五六．九．一一　一五

會期　　　　五日間

――― ○ ―――

一、本會議第一日目　一九五六．九．一一　午前十時五三分　午後二時二〇分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五六．九．一二（水）議案研究のため休會

――― ○ ―――

二、本會議第二日目　一九五六．九．一三（木）　午前十時三十七分　午後一時二十三分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り
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――― ○ ―――

一九五六．九．一四（金）總財　建設委員會　付託亊件の審査

――― ○ ―――

三、本會議第三日目　一九五六．九．一五（土）　午前十時五三分　午後三時〇〇分

本日の會議亊件並にその顛末左の通り

[image: 画像]四、亊務處理

１、市町村自治法第第十三條の規定による條例その他送付

一九五六．九．一七．那議第二二ノ三號にて市長宛

一九五六．九．一四．那議第二二ノ二號にて市長宛

２、市町村自治法第百七十条の規定による豫算その他送付

一九五六．九．一七．那議第一六ノ四號にて市長宛

３、議會宛の陳情書の處理

イ、採択通知（市長宛及陳情代表者宛）

那覇市四区七組宜保産婦人科医院前排水溝完備方について

那議第　号

那覇市十一区七組八組の排水溝設置方の陳情

那議第　号

那覇市首里当蔵区四班に沿う公道旧津嘉山小路道路補修方の陳情について

那議第　号

ロ、不採択通知（陳情者宛回答）

借地料免除方の陳情について

那議第　号

公設市場米穀商人からの露天商人立退移動方の陳情について

那議第　号

公設市場内米穀商の縁側撤去取消方の陳情について

那議第　号

４、議會からの陳情書の處理

決議案第四号　颱風災害復旧費補助方の陳情について

那議第　号にて行政主席宛

５、市町村自治法第六十三条の規定による會議結果報告

一九五六．起案

一九五六　決裁

一九五六　発送

那議第　号にて市長　主席　宛





那議發第一の三號

一九五七年三月十五日

議長名

行政主席　那覇市長　宛

議会の結果報告について

一九五六年九月十一日開催の第十四回那覇市議会（臨時会）の結果は別紙の通りであります。

右市町村自治法第六十三條第三項の規定に基き報告致します。





第十四回那覇市議会（定例会）会議録

一九五六年九月十一日（火）

午前十時五十三分開会

――― ○ ―――

○市長（当間重剛君）

御挨拶申上げます。豫てから問題になっておりました處の定例議会は条例通りのその定例日に招集するのが、念願でありますが、色々の事情で今回も一週間延ばしたことを衷心からお詫び申上げます。尚、実はその他にも相当提案したいという考があったのでありますが、未だ準備の出来ないのがありますので改めて次の議会に提出したいと思っております。今回の議案は市長提出議案と致しましては、七つの議案でありますが、その一つは市税賦課徴収条例の一部改正でありまして、これは豫から議会でも要望がありました。處が合理的に市税の負担を軽減するといった意味で或る程度の成案を得ましたので御審議を願いたいと思うのであります。それから工事請負契約条例の一部改正でありますが、これも從来契約保証金を金銭でもって提出しなければならなかったのを他の金品、所謂金銭以外の他の有価証券等によりましても、これをなし得るといったような改正であります。その他は土地の貸借或は学校用地の買収或は前に御決議を頂きました土地の売却契約などについてであります。それから追加予算でありますが、これは前年度からの繰越の分もありますし、或は前の補正の不足分もありますし、或は市税の自然増といったような處もあります。どうか宜しく御審議頂きたいと思うのであります。尚今年は七月以来、度々の暴風に見舞われまして、殊に数日前のエマ台風は極めて大きな暴力を揮いまして市内も御存じの通りかなり大きな被害を受けたのであります。幸いに市の営造物につきましては大した被害はないのでありますが、市民の住家その他にはかなり大きな数字の被害がありまして目下詳細調査中でございますが、こういったものに対する処置等も現に琉球政府或は民政府と折衝致しまして救済を考慮中であります。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十六人、欠席四人でありまして、議会は成立致しております。

本日をもって第十四回那覇市議会定例会を開会致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します。

市監査委員から議長宛に一九五六年度五月二十日、現在臨時出納検査報告書　一九五六年度四月分及び五月分例月出納検査報告書の提出がありましたので、夫々その寫を印刷の上御手元に配付致しましたから、それによって御了承願います。

睦橋から沖映間の屋台店存置方の陳情。

那覇市首里当蔵区四班に沿う公道旧津嘉山小路道路補修方の陳情。

公設市場内米穀商人からの露天商人立退移動方の陳情。

公設市場内米穀商の縁側撤去取消方の陳情。

以上四件の陳情書が議長宛に参っておりましたので、議長は会議規則第五十九条の規定に基き、夫々その所管常任委員会に審査を付託致しましたから報告致します。

総務財政委員長及び建設委員長から議長宛に陳情書の処理に関する委員会審査報告書の提出がありましたので、その写を印刷の上御手元に配付致しました。本件に関しては、後刻夫々議題と致し御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

本月十日付那総総発第四、一九〇号をもって市長から議長宛議案送付について、公文が参っておりますので、書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

那総総発第四、一九〇号

一九五六年九月十日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長　泉正重殿

議案送付について

九月十一日招集の議会（定例会）に付議する左記事件は別紙の通りであります。

記

１、那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例。

２、工事その他の請負契約条例の一部を改正する条例。

３、土地賃貸借契約

４、土地の取得

５、土地売却契約

６、建物（公衆便所）の撤去

７、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

今期議会の付議事件につき説明又は貭疑のため議長は市町村自治法第六十一条の規定に基き書面によって説明者の出席要求を致しました処、市長から出席者の職氏名通知がありましたので書記をして朗読報告致させます。

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ○ ―――

那総総発第四一九一号

一九五六年九月十日

那覇市長　当間重剛

那覇市議会議長

泉正重殿

説明者の出席について（通知）

今期定例会の付議亊件の説明のため左記の者を出席させます

記


 
  	市長
  	当間重剛
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
 

 
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	税務課長
  	城田清才
 

 
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	首里支所長
  	与儀清三
 

 
  	小禄支所長
  	赤嶺一男
 




――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本月十一日付那財財発第





議事日程第十七号

一九五六年九月十一日（火）

午前十時開議

第一、　今期議会の会議録署名人選挙

第二、　今期議会の会期を定めること

第三、　那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十号）

第四、　工事その他請負契約条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十一号）

第五、　土地賃貸借契約

（市長提出議案第五十二号）

第六、　土地の取得

（市長提出議案第五十三号）

第七、　土地売却契約

（市長提出議案第五十四号）

第八、　建物（公衆便所）の撤去

（市長提出議案第五十五号）

第九、　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第五十六号）

第十、　琉球造船株式会社提出に係る借地料免除方の陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

第十一、公設市場内米穀商人からの露天商人立退移動方の陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

第十二、公設市場内米穀商の縁側撤去取消方の陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

第十三、興行税撤廃に関する陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

第十四、那覇市四区七組宜保産婦人科医院前排水溝の完備方について

（建設委員会審査結果報告）

第十五、那覇市十一区七組八組の排水溝設置の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

第十六、那覇市首里当蔵区四班に沿ふ公道旧津嘉山小路、道路補修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

第十七、睦橋から沖映間の屋台店存置の方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

――― ○ ―――





本日の会議に付した亊件

日程第一、　今期議会の会議録署名人選挙

日程第二、　今期議会の会期を定めること

日程第三、　暴風被害対策に関する緊急貭問

（二番議員発議）

日程第四、　那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十号）

日程第五、　工事その他請負契約条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十一号）

日程第六、　土地賃貸借契約

（市長提出議案第五十二号）

日程第七、　土地の取得

（市長提出議案第五十三号）

日程第八、　土地売却契約

（市長提出議案第五十四号）

日程第九、　建物（公衆便所）の撤去

（市長提出議案第五十五号）

日程第十、　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第五十六号）

日程第十一、琉球造船株式会社提出に係る借地料免除方の陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

日程第十二、公設市場内米穀商人からの露天商人立退移動方の陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

日程第十三、公設市場内米款商の縁側撤去取消方の陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

日程第十四、興行税撤廃に関する陳情について

（総務財政委員会審査結果報告）

日程第十五　那覇市四区七組宜保産婦人科医院前排水溝の完備方について

（建設委員会審査結果報告）

日程第十六　那覇市十一区七組八組の排水溝設置の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

日程第十七　那覇市首里当蔵区四班に沿ふ公道旧津嘉山小路、道路補修方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

日程第十八　睦橋から沖映間の屋台店存置方の陳情について

（建設委員会審査結果報告）

――― ○ ―――





四、二〇一号をもって市長から議長宛に那覇市土地区画整理事業特別会計、一九五六年度繰越計算について報告書が参っておりますので、その写を印刷の上、配付致しましたから、それによって御了承願います。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

書記をして議案その他を配付致させます。

（書記議案その他配付）

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上、御手元に配付致してありますので、それによって御報告に替えます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第一、今期議会の会議録署名人選挙でありますが、恒例によりまして選挙の煩を省畧し議長の指名に致して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。

よって左様に決し今期議会の会議録署名人二人を議長から指名致します。九番議員喜瀬康一君二十四番議員久高友敏君、御両君にお願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次、日程第二の今期議会の会期を定めることを議題と致し、お諮り致します。こういった案ではどうかと考えましたので一応事務局とも打合せてやっておりますが、本日は趣旨説明を聽取致しまして各陳情書の処理をやって仕舞う、明日議案上程して貭疑に入り簡單なものは即決致しますが、皆さんにお諮りして、これは一応委員会に審査を付託すべきだという議案があろうと思いますので、それを委員会に付託する從いまして木曜日には委員会において付託事件の審査をお願いし、金曜日本会議を開いて処理する。こういうことにすれば、四日間でありますが、一応四日間という日程にしまして若し金曜日に終了致しません場合は会期を若干延長する必要があれば又延長してもいいと思いますが、如何なものでしようか。

○宮里敏慶君

議案の配付が遲いようで又暴風の後始末のため余り議案を見ておりませんから一日を議案研究のために取って頂きたいと思います。

○議長（泉正重君）

延ばしてから貭疑に入ります。只今の六番議員の動議は今の案のように明日いきなり貭疑に入るよりも明日議案に目を通す時間を持ち木曜日に貭疑応答、つまり一日ずつずらして行く、そうすると、土曜日で終了するということで、会期五日ということになりますが、如何でせう。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

先程の議長のスケジュールでございますね。只今六番議員の提案による日程の組み方その両方を合せると結局十二日は休会して十三日に貭疑並びに委員会付託となって十四日委員会審議をやって十五日本会議となる訳ですが、それについてでございますが、それは日程の問題から申上げなければならないが、今日の日程に入る前に一つ緊急な貭問をしたいと思っておりまして、それは先程も市長の挨拶にもございましたけれども二日前の台風について那覇市内に相当の被害が起っておりますが、それについて市としてもそれ相当の対策を樹てなければいけないと思うのでございましてこれは只今立法議会でも或は政府の方でも暴風対策については緊急な問題として検討が加えられているようですが、そのために只今から提案したいと思っております。緊急貭問は若し日程に上げるとすれば或は又市内の被害状况の調査そういったものを当局が纒めて実貭的にどの位の被害状況であるか、家屋或は農作物関係において金高にしてどの程度になっているか、適確に出す必要があると思う。そのために当局の方で既に本日迄の調査ではっきり分ればよろしいが改めて再調査して、具体的な資料を取らなければならないということになればこれは又・・・・・。当局の仕亊次第でございます。けれども実は昨日小禄、首里支所を廻って見ましたけれども私達議会として本日の会議に諮りたいような資料が出来上っておらないそのために改めて議題を申上げなければいけない処が出て来ると思います。次に当局に対する貭問もございますけれども、それは今立法院で審議されております。市町村合併促進法案でございます。それに対して那覇市と真和志市との合併に関係がありますので、本問題に関する対策を執らなければならない。那覇市会としては合併の問題にどういう処置を取るべきであるか。この前も三名の議員が立法院から招かれて参考意見を聽取されたようでありますが、そういった点もございますし、更に立法院で審議されております固定資産の特に償却資産の面につきまして、市町村税法中、固定資産税の項の一部改正案につきましても矢張り多きな企業産業を控えております。那覇市としましては当然この問題に触れなければならないと思う。立法院丈では杜撰な―こういったら失礼かも知れませんが―万一杜撰な固定資産税の一部改正でもやって貰ったら困る処も出て来ると思いますので、そういった点も場合によっては委員会で審議しなければならない。そういった処も取上げて頂くようにお願い致しまして、日程もその意味で含みをもってやって頂きたいと思います。

○議長（泉正重君）

その点については先程二番議員からも申出がありましたので・・・・・

○上間長和君

開会前に台風の問題を動議として出したい。向うの言われるのは合併問題と固定資産税の問題、台風の問題・・・・・・

○議長（泉正重君）

出来ることならば十二番議員（島袋嘉順君）並びに二番議員（上間長和君）の御意見を取り上げまして只今配付になっている議案はさして複雑なものじゃない。一日位ででも目を通して頂ければ大体内容は分るし更に審議を重ねるというのが二、三点あるようでありますそれは改めて委員会に付託されると思いますが、一日丈、審査の期間をお持ちになるということに致しますれば只今の十二番議員の御意見は取り上げまして明日一応議案を上程し貭疑に入る簡單なものは即決するということにして、その貭疑の次に只今の問題を取り上げたいと思うのですが。

○島袋嘉順君

そういう意味じゃなくて議長のお出しになりましたスケジュールと六番議員（宮里敏慶君）のスケジュールを組み合せて頂いて一日うくかうかないかは何れでもよいできれば一日そういった問題の調査もありますので仕事の都合で十分研究していないと思いますので私は一日は休会を頂きたいのであります。それで十五日の本会議でお決めなってもよろしい。委員会の審査の結果どうしても延ばさなければならないという事態が出て来くれば先程お話しの通り延長してもよいけれども今日市長提案として上げられている議案の中で特に問題になるのは私個人としては那覇市市税賦課徴収条例の一部改正に関するこの点が少し委員会で審議しなければならないと思うが、その他は簡單という意味じゃないのですが、そういった期間も前の議会の議案に比べれば審議する点も議案が少ないので簡單に行くのじゃないかと思います。そういう含みをもたせて頂きたい。

○議長（泉正重君）

私の申上げましたことはつまり各自が研究する爲のお休みの一日を一応返上して頂く訳です

○島袋嘉順君

そういうわけじゃ・・・・・

○議長（泉正重君）

議案上程して貭疑の日を二日間に延ばし、その間に只今の問題を取り上げてつまり金曜日を委員会審査に土曜日を討論、採決にする会期を五日間にして明日から明後日貭疑を行うこういう訳です。十分審議は尽せると思います。

○赤嶺慎英君

只今の十二番議員の御意見も賛成するものでありますが議案を今日の日程、議案の趣旨説明審査の報告ということでも案外早く片ずくしろものじゃないと思うのです。それで只今十二番議員のおっしゃったことは本員もお尋ねしたい、更に現在の市町村自治法、議長会の問題もお尋ねして一議員としてもその趣旨もよく分っておかなければならないということもありますので本日のこの日程は早く片ずくと思いますので早くこれを処理して行くこの議長案通りにして一応今日の議会は休憩に入りまして、それから全体協議会でこの問題を諮って議案として取り上げられるものであるか、どうか、当局に要望すべきものであるか、どうか、ということを吟味して更にお互い議員はそれを一緒に研究して議長案通りに一応日程を決めた方がよくはないかと考えます。

（「四日でしよう」と呼ぶ者あり）

五日です。

○島袋嘉順君

赤嶺議員が言われる通り進めましてそれから全体協議会に移すなら移してその後日程を更に変更しなければならないとあれば更に変更する。

○比嘉朝四郎君

今日の日程を済ませてから全体協議会に移すのでしょう。今日は簡單に片付くから今日の日程を済ませてから全体協議会に移すという意味でしょう。

○議長（泉正重君）

お諮り致します。本日は議案を上程して趣旨説明を聽取してそれからおのおの陳情書の各委員会の報告に対して処理致し、それが済んだ後で全体協議会に入って先程十二番、二番及び三十番から御意見があった問題を協議する　明日はやはり議案研究のため休んで明後日本会議を開いて簡單なものは即決して委員会に付託すべきものは付託する。金曜日は委員会で付託事件の審査を致しますから土曜日に本会議を開いて議案上程し、委員会審査報告の後に討論採決する。以上の日程計画により今期議会の会期を五日間に決定致すことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って今期議会の会期は五日間に可決致します。

――― ○ ―――

○上間長和君

本日の議事日程の追加並びに順序変更に関する緊急動議を提出致します。実はエマ台風被害対策について当局に二、三貭問致したいと思います。就いては本日の議事日程に台風被害対策に関する緊急貭問を追加致し、その日程を第三と致し以下順次日程番号を繰下げて頂きたい。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今二番議員（上間長和君）から台風被害対策に関する緊急貭問を本日の議事日程に追加しその日程番号を第三として以下順次日程番号を繰下げるという議事日程の追加並に順序変更方の動議が提出され所定の賛成があって動議は成立致しております。お諮り致します。只今の動議に御異議ありませんか。

（「異議なし」呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三の台風被害対策に関する緊急貭問を議題と致し発議員二番議員の緊急貭問を許します。

○上間長和君

当局に二、三お訊ねしたいと思います。先立って市町村の会合でも台風後の対策につき協議しておるということを聞いて本員も心強く思っておりますが、二、三お伺いしたいと思います。詳細には分らないと思いますが、本市内にどの位の被害があるか、被害の状况を大体の処をお知らせ願います。もう一つは政府に於きましても市町村長会議に災害応急対策を諮っているように新聞で承っておりますが、市としては、それに対して如何なる対策を考慮しているが、もう一つお訊ねしたいと思いますが、天災地変の際は本来ならば緊急対策本部を市役所に設け、時には災害時の炊出し等もやらなければならん場合もあると思いますが、今回のエマ台風に際して如何なる処置をとっておったのか、それから系統的にどの部課に所管させるか、その点を一つお訊ね致します。

○助役（嘉手納並水君）

この暴風対策につきましては市長も一昨日ずっと廻っておられますし、又私も朝の九時から炊出しの必要があるかどうか、ちょっと市内を一巡したのであります。相当被害もありますが先ず炊出し迄には至っていないようでありまして、これは火災の場合には直ぐ飛出して何も用意しないのでありますが、暴風は徐々に吹いて来るので各家庭ともその準備をやっておったと見ております。早速調査致しまして大体の罹災者家屋の被害といったものは調べてありますが、まだ農作物関係の被害とかいうものは目下調査中でありましてまだはっきりした数字は出ておりません。先ず家屋についてでありますが、全壞が二百十六戸であります。半壞家屋三百七十戸罹災者がその全半壞合せて二千九百十四名という数字を大体掴んでおります。この対策については昨日の新聞を御覧になったと思いますが、これに対してはこっちの実際の被害を詳細に出して救済の枠にはめて貰うよう政府に申請すべく社会課で立案させております。それから軍の方にも要望する積りで今朝秘書から軍に折衝するよう命じてあります。それからこの仕事は何処が扱うかということでありますが、これは勿論社会課で今やっております。然し色々内容の調査については各課直ぐ調査するように命じて今進行中であります。それから暴風の後は衛生状態が非常に悪くなるという見通しをつけまして暴風直後直ぐ消毒とか、彼是塵埃の処理なんか早急にやるよう衛生課に命じてあります。

○上間長和君

その他市の道路とか護岸橋梁とかいったものの被害は・・・・・・

○助役（嘉手納並水君）

これは余りないようであります。

○上間長和君

只今助役の御答弁によりまして大体分りましたが、支所管内に於きましては実際問題として救済者が押寄せて家を建ててくれと訴えている。今晩寝る処がない現実の問題としてそれを傍観視する訳にも行きませんのでこの際対策を災害対策救済資金募集の動議を提出致します。この対策につきましては予算かれこれ琉球政府に要望するなら文案の起草そういったのがありますので、これは当局も交えて後で全体協議会で具体的な案は練っていきたいと思います。

○議長（泉正重君）

二番の御意見通りこの問題を後程の全体協議会で取上げ当局と一緒になって然るべく検討を加えたいと思います。やるべきことは早く手を打つようにしたいと思います。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第四の市長提出議案五十号、那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例を議題と致します。





議案第五十号

那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

右の議案を提出する

一九五六年九月　日

提出者　那覇市長　当間重剛

那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

那覇市税賦課徴収条例（一九五五年三月三十一日那覇市条例第一号）の一部を次のように改正する

第二十七条第三号中「参千円」を「参千五百円」に　第四号、第五号、第六号及び第八号中「壱千円」を「参千五百円」に改め第七号「六千円」を「壱万円」に改める。

附則

１、この条例は公布の日から施行し一九五六年四月一日から適用する。

２、この条例施行前において課し、又は課すべきであったものについてはなお從前の例による。

（説明）

現行の控除額を引上げ納税者の負担軽減を図る爲本案を提出する。





○議長（泉正重君）

提案趣旨の説明を求めます。

○税務課長（城田清才君）

説明に入ります前にプリントの中に一ヵ所字が脱けておりますから挿入して頂きたい。右の議案を提出するという側に一九五六年九月十一日が脱けておりますから挿入して下さい。

（各議員提出年月日挿入）

それでは提案の趣旨を御説明申上げます。この市税賦課徴収条例の中、市民税の控除額引上げの件につきましては曩に八番議員と十二番議員から前の予算議会の際に御貭問がありまして一応市長としては九月の定例議会迄には善処したいという答弁がございましたし、それから諸般の情勢を考えました場合に一応那覇市の市税の収納状况を見ましても市民税の場合は例えば五五年度と五六年度の比較を八月三十一日現在で検討してみました場合に五五年度が大体六六％位いっておったと思いますが、今度の場合は八一％まで行っております。勿論これは税法自体の合理性もあるかも知れませんが、更にこういった控除額の引上げという問題によりまして市民の負担を軽減するという考え方もありますので、その後色々検討しました結果、ここに成案を得た訳であります。一つ宜しく御審議下さいますようお願い致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第五市長提出議案第五十一号　工事その他請負契約条例の一部を改正する条例について、を議題と致します。





議案第五十一号

工亊その他の請負契約条例の一部を改正する条例

右の案を提出する

一九五六年九月　日

提出者　那覇市長　当間重剛

工亊その他の請負契約条例の一部を改正する条例

工亊その他の請負契約条例（一九五三年十二月十六日那覇市条例第四十六号）の一部を次のように改正する。

第九条を次のように改める

（入札保証金の代用物件）

第九条　前条の保証金は市長が適当と認める有価証券その他の物件を以って代用することができる。

附則

この条例は公布の日から施行する。

（説明）

入札保証金の代用物件に有価証券を加えるのを適当と認め条例の一部改正をしたいので本案を提出する。





○議長（泉正重君）

本案の趣旨説明を求めます。

○財政部長（長嶺良松君）

議案第五十一号を御説明申上げます。議案第五十一号も豫ての議会に於きましての要望がありましたので工事その他請負契約条例の九条を改正すべく提案したのであります。現行の条例では「前条の保証金は郵便爲替及び銀行手形若しくは物件をもって代用することが出来る」とこうなっておりますが、今回皆さんの要望を容れましてここに提案した通りに改正したい訳であります。宜しく御審議を願います。附加えて申上げますが、十六条も要望があったのでありますが、これは現行の市有財産取得管理条例それから議会の議決又は住民の投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する条例工事その他請負契約条例、この三つに跨った複雑な条例になっておりますので現在私の処で市有財産条例と契約条例に三つを二つにすべく草案しつつあります。殆ど今終っておりますので問題になりました処の十六条は建設部と財政部との意見調整が十分出来ておりませんので次期の議会に持越すことに致しました。宜しく御審議をお願い致します。

○議長（泉正重君）

日程第六、土地の賃貸借契約についてを議題と致します。





議案第五十二号

土地賃貸借契約

右の議案を提出する

一九五六年九月十一日

提出者　那覇市長　当間重剛

土地賃貸借契約

土地賃貸のため左記の契約を締結する

記

一、契約の目的

沖縄テレビ放送株式会社敷地として提供する。

所在　崎山町一丁目七十七、七十八番

坪数　千六百坪

但し、実測により若干増減することがある。

一、契約金額

年間賃貸料金八千円坪当り年額五円

但し契約期間中と雖も双方協議の上増減することができる。

一、契約の相手方　沖縄テレビ放送株式会社発起人　具志頭得助

一、契約期間　契約締結の日より五ヶ年

　　説明　議会の議決又は住民の投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する條例第五條第一項第四号の規定に基き本案を提出する





○議長（泉正重君）

本案の趣旨説明を求めます。

○財政部長（長嶺良松君）

議案第五十二号は沖縄テレビ放送株式会社の発起人の具志頭得助さんからテレビの放送施設をやりたいから首里の崎山の後側にあります処の俗にいう雨乞御嶽という処でありますが、其所の千六百坪を貸して呉れという申請が出ましたのでそういうような施設は文化的にも宜しいし又首里の今出してある雨乞御嶽が非常に適当な場所だということでありましたので賃貸契約をこのようにやろうと提案した次第であります。契約期間は五ヵ年、賃貸は坪当り五円であります。千六百坪でありますので、月八千円で貸そうという風に提案してあります。宜しく御審議願います。

○島袋嘉順君

議案五十二号につきまして沖縄テレビ放送株式会社が敷地を貸して呉れということでありますが議案を見ますと、只契約の案でございますね。それについて発起人の具志頭さんからどういう風な形で貸して呉れという申込書並びにその会社の事業計画その中に含まれている公共性そういったものは少くとも市有地或はこういった土地を貸して呉れという場合、付きそうでございますが、でないとおかしいのです。

○議長（泉正重君）

総務財政委員会に付託してそこで審議をしていただいては・・・・・・

○島袋嘉順君

総務財政委員会ではなくて、そうすれば他の議員は知らなくてもいいのかということになる悶着が起きて来ますよ。会社の事業計画そういったものは提出して頂かなければいけないと思いますので・・・・・

○議長（泉正重君）

資料提出の時期迄は来ていないのですが、委員会で向うの資料提出によって審査願いたい・・・・・

○島袋嘉順君

計画もないのですか。

○議長（泉正重君）

未だ其所までは資料も整っていないようです。

○市長（当間重剛君）

今のテレビ放送につきまして私知っている範囲のことを申上げたいと思います。今から二ヵ月程前だったと思いますが、具志頭得助君が東京の有力筋の勧めによってこれを計画した。有力筋というのは主に日本産経の前田社長、飯野海運の俣野社長小野田セメントの安藤社長、冨士鉄工社長―名前は忘れましたが―こういった人達が極力応援するからテレビ放送をやったらどうかといったような話があった。それで私にもこうしたいい事業を応援して呉れんかというので私も発起人の一人になっておる訳であります。然し乍らこれは電気事業法によりまして主席の認可を得なければいけない。それで、それは民政府の諒解も得なければならないのでそれぞれ諒解を得たのでありますが、民政府と致しましても極めて必要な事業である。然し、かなり大きな資本を必要とするであろう更に沖縄にこれを建造することが簡單には出来ないので、これは東京の極東軍の民政長官に廻して其所で十分検討の上やろう若し琉球テレビ放送が出来れば現在軍がやっている処のテレビも止めてこれに一括させるという処迄話合は出来ております。從ってまだ放送会社は設立しておりません。從って今度の賃貸借に致しましても会社が対象になっていない恰好になっておりますが、具志頭氏がまだ会社が出来ないのに発起人名義でこれを借りるということは多分この場所を確保しようという考え方じゃないかと思う。実はこの放送の計画は二案あるそうであります。その一つは大島中継で来るのと今一つは今年一杯にはマイクロウェーブが鹿児島迄来るそうすると鹿児島から本部渡久地の八重岳に直接受信出来るそうであります。つまり空中に放射してそれが反射して八重岳が受けるという二つの案があるそうでありまして、大体後案になるのじやないか、そこで八重岳で受けたものを更に那覇市内でこれを受ける、そのためには出来れば弁ヶ岳若しくは虎頭山が高度においては相応わしいのでありますが、地盤が柔かくてちょっと適当でないそれで虎頭山が欲しかったのでありますが既にあれは政府の林業試験場に賃貸しておりますので勢い他に適当な場所を求めなければならないのじやないか、そこで具志頭氏あたりが物色して市内にはどうしても適当な場所が見つからんが、漸く雨乞の方がよいんじやないかという風になった訳であります。先程申しました通りに会社が出来ないので具志頭個人の形になっておるのでありまして、名義はテレビ放送会社の発起人代表という恰好でありますが実貭的にいえば具志頭個人じやないかと見ていいんじやないかと思います。土地を借りる理由が其所にあると見ております。会社創立後賃貸借契約してもいいのであるが、虎頭山の例もあって前以て確保しておく必要があるという趣旨からこれを出したのじゃないかとこういう風に考えております。尚テレビの経営につきましてはこれは申上げていいかどうか分りませんが殆ど総てが、つまり我々が心配することはテレビの受像機そのものがかなり高い価格のものであるので非常に普及率が悪いのじゃないかという風に考えられますが、向うの考えではこれはスポンサーの費用、それによって大体収支償って行くというのが経営の在り方だそうであります。アメリカあたりでも例えばストーンタイヤ会社は一日の中に約三分の一位を取っているのじゃないかと思いますが、そういうやり方で進めるそうであります。私素人でありますが、産経新聞の大野という部長からそういう話を聞いておりますが、大体今迄の処はその程度であります。更に政府からこの事業の認可があっても或は外資導入委員会の問題もあるかも知れません。そこらのことは私よく存じておりませんが、現在迄はそういった経過を辿っております。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第七、土地の取得市長提出議案第五十三号を議題と致します。





議案第五十三号

土地の取得

右の議案を提出する

一九五六年九月十一日

提出者　那覇市長　当間重剛

土地の取得

学校用地として左記の通り取得する

記

一、取得の目的　小禄高良小学校用地に充てるため

一、所在

字宇栄原慶良喜原一四八六、一四八七　一四八八、一四九〇、一四九一、一四九二、一四九三、一四九四、一四九五、一四九六、一四九七、一四九八、一四九九、一五三〇番

一、坪数　　五千三百六十坪

一、金額　　六十九万五千百十円　坪平均　百二十九円強

一、相手方　真境名浩外九名

　　　説明　市條例市有財産の取得管理及び処分條例第五條第一項第一号の規定に基き本案を提出する





高良小学校買収地
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○議長（泉正重君）

これは議案を御覧になれば直ぐお分りになると思いますので當局の提案趣旨説明を省畧致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

では日程第八、土地売買契約市長提出議案第五十四号を議題と致します。





議案第五十四号

土地賣却契約

右の議案を提出する

一九五六年九月十一日

提出者　那覇市長　当間重剛

土地賣却契約

土地賣却のため左記の契約を締結する

記

一、契約の目的

靈園建設費へ充当のため土地賣却

所在　西新町二丁目四十一番の一

坪数九百十三坪

一、契約の方法　　隨意契約

一、契約金額　　　金三百二十五万二百八十円也　坪当り三千五百六十円

一、契約の相手方　琉球中央倉庫株式会社　代表者　取締役　平敷慶久

　　　説明　市條例市有財産の取得管理及び処分條例第二十條第一項第六号及び議会の議決又は住民の投票に付すべき財産営造物又は議会の議決に付すべき契約に関する條例第六條第一項第三号の規定に基き本案を提出する





○議長（泉正重君）

本案の趣旨説明を求めます。

○財政部長（長嶺良松君）

議案第五十四号は前の議会に於きまして土地を売って宜しいというような議決を頂いております。それで琉球中央倉庫株式会社の代表取締役平敷慶久さんから、以前から讓って呉れという話があったけれども値段に於きまして折合がつかず今日迄長引いていた訳であります。この使途は靈園に充てるためでありまして契約につきましては議案に出してある通りの坪当り三千五百六十円こういう値段で契約しようと思って提案してある訳であります。宜しく御審議願います。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第九の委員会に付託致します建物（公衆便所）の撤去で市長提出議案第五十五号を議題と致します。





議案第五十五号

建物（公衆便所）の撤去

右の議案を提出する

一九五六年九月十一日

提出者　那覇市長　当間重剛

建物（公衆便所）の撤去

那覇市四區十五組に設置の左記公衆便所を撤去する。

記

一、構造　　ブロック建平屋

一、所在地　那覇市四區十五組

一、坪数　　六坪

説明

市條例市有財産の取得管理及び處分條例第十九條の規定に基き本案を提出する





○議長（泉正重君）

本案も提案趣旨説明を省略致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算、市長提出議案第五十六号を議題と致します。





１９５７年度那覇市歳入歳出追加予算
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○議長（泉正重君）

本案の提案趣旨説明を求めます。

○財政部長（長嶺良松君）

議案第五十六号那覇市歳入歳出追加予算の御説明を申上げます。今回の追加予算は五六年度に於きまして未執行の分の事業繰越、要するに軍補助の分と政府補助の分であります。工事から申上げますならばハーバービューの工事とそれから睦橋の工事それから久茂地の学校の側を通る処の工事であります。一九五六年度の未執行の分を五七年度に追加してあります。更に旧小禄の高良校敷地の買収費とそれから沖縄配電会社の今度泊の変電所建設資金でありますが、それの株の追加、この三つであります。一頁の市税から説明申上げます。市税は先に議案第五十号で説明申上げました通り、控除額を全般的に引上げましたので市税が個人の所得におきましては、四十五万七千五百九十一円減となっております。法人割所得におきましては当初予算の時に丁度法人の決算が未だ出来てなかったので計上を保留した訳であります。それで法人税割の増におきましては七十五万六千二百円増しております。それで差引致しまして、要するに市民税におきましては二十九万八千六百九円というのが追加してある訳であります。それから事業費でありますが、これも法人の決算が当初予算当時出来ておりませんでしたため保留致しまして今回はっきりとできましたので追加したのであります。二頁これは要するに民政府補助、軍の補助の先程御説明申上げました処の五六年度における未執行の分を五七年度に追加してあります。四百八十九万二千六百十一円、それから三頁第十款の繰越金はこれは睦橋、前島間の政府補助工事の五六年度における未執行の分を繰越してあります。四百四十六万六千四百八十二円、合計で今年度の追加が一千四十七万一千五百三円となっております。四頁の歳出であります。これは歳入におきまして説明致しました通りに軍の特別補助、要するにハーバービューと久茂地校のそば、睦橋の五六年度の未執行の分を歳入で繰越してありますので歳出で出すようになっておる訳であります。

道路橋梁費におきまして九百二十九万二千四百四十六円、河川費におきまして四万六千四百四十七円であります。

十款の財産費でありますが、これは先申上げましたように配電会社の追加の株の払込み、それから高良校の学校敷地の買収費であります。配電会社の株の追加が四十三万七千五百円、高良校の用地買収費が六十九万五千百十円となっております。歳入歳出残金なしです。簡單ではありましたが以上御説明申上げます。宜しく御審議を願います。

○議長（泉正重君）

以上をもって市長提出議案の説明が済みました。食事のために休憩致しまして午後一時に再開致します。

（午前十一時五十三分　休憩）

――― ○ ―――

（午後一時五分　再開）





一九五六年八月三十一日

総務財政委員会

委員長　高良一

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

会議規則第五十九条の規定に基き本委員会にその審査を付託された陳情四件については慎重審議の結果、左記の通り、審査したので報告する。

記

一、琉球造船株式会社提出に係る借地料免除方に関する陳情については左の理由により不採択と決定した。

理由

市財政不如意の現状に鑑み陳情の趣旨に副い兼ねる。

一、公設市場内米穀商人からの露店商人立退移動方の陳情について

一、公設市場内米穀商の縁側撤去取消方の陳情について

以上二件は左の理由により不採択と決定した。

理由

本陳情係亊の相手方である露天商人側から提出に係る立退移動中止方の陳情については、前後九回に亘る本委員会の審査を経て去る第十三回議会本会議において全会一致採択されたものであり、本陳情趣旨の実現は不可能と認める。

一、興行税撤廃に関する陳情については、審議未了、継続審査をなすことに決定した。





○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第十一の借地料免除に関する陳情について当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本件については去る八月十四日、二十七日、二十九日前後三回に亘り委員会を開催、夫々定数出席の下に主管部課長及び関係職員の出席を求め、その審査を行ったのであります。先ず本陳情の要旨を申上げますと、琉球造船株式会社は琉球の自立経済促進のために業者の要望に応え、泊港北岸に軍民両政府に再三陳情の結果一九五二年一月二十八日に造船所のみと云う条件付で許可され更に同年二月九日高橋町二丁目地先の公有水面埋立を軍当局に懇請し、軍工兵隊の手に依り五三年三月埋立が完了したので、総工費七百余万円の巨費を投じ一九五四年一応、造船所としての工事を略々完了したのであるが、創業以来更に幾多の施設改善を余儀なくされ、莫大な出費を続けて居り、然も特殊事業たる造船施設は資産の固定化する反面に於いて運営資金は涸渇し本年五月末の収支状况は一二九万五千千円余の欠損を生ずる状態から、人事の刷新を計ると同時に再建方策として資産負債構成の健全化、施設改善並びに増設、技術の導入等につき鋭意努力することを申合せ、その具体策として本年二月株式の全額払込みを決議し、之を強硬に推進すると共に去る六月の総会に於いては二五〇万円の増資を決議し、自己資金の充実を計り、尚琉銀に対する借入金返済期限の長期切替、並びに軍政府に対するガリオア資金に依る工場施設代金の残額免除等極力折衝の結果、本社経営不振の実情を愍察され考慮する旨の話であり、依って市当局に於かれても本社の実情を御推察願い、尚沖縄唯一の造船事業の保護育成を図ると云う見地から五六年六月迄の借地料滯納額六十万二千三百七八円、之を全額免除して頂きたい。若し之が不可能とあらば本社の出資金に振替えて頂く様お願い致したいと云うのであります。之に対し主管財政部の見解を聴しました処、本件の如く一営利会社に対し営業不振の理由を以って免除をなしたる事例は無く、一応当局に於いても会社の実情を斟酌し納期を延長し分納せしめるべく、曽って会社側に対し、分納計画書を提出する様、要請して置いたのであるが、今日に至る迄、書類の提出は無く、之を不可能とあらば出資金に振替えて貰いたいとの事であるが、当局としては債務として飽く迄も取立てるべきが、健全財政の確立を期する意味からも亦財務処理上の建前であって出資とは別問題である。從って会社側としても一応債務は履行して貰いたいと思う。尚只今迄の会社からの收納状況は貸與坪数二、三六二坪三合に対し一九五六年の一月分として三万五千四百三十四円を納入した丈で、之を除いて一九五五年一月から五六年七月現在迄十八ヶ月分として六十三万七千八百十二円の滯納額となって居る。

最近会社側は重役陣を刷新し、再建方策を立て活溌なる動きを見せて居り、当局としては契約通り債務は履行せしめ出資金に振替えることは断りたいと云うのであります。

以上の説明があって然る後若干の貭疑がなされたのでありますが、貭疑応答の主なるものについて申上げますと、埠頭護岸に接続する内面側一部の護岸工事は市に於いて施工すべきだと思われるが、事実は会社側に於いて二十万円の経費をかけ構築すると同時に埋立を行った様である。費用は勿論のこと、この公有水面埋立地は市の所有となって居る事実から考えた場合に現賃貸料十五円は之等の事情を勘案して決めたものであるか、どうか。以上の事実を含み合せて考えると当局の取った借置は不合理な点が多々ある様に思う。之に付当局は如何なる見解を持つかと云うことに対し、当局に於ける当初の計画としては内面側の護岸工事はその線に沿い直線に延長して構築する計画であったが、会社側に於いてドックを造る計画があり、当局としても琉球唯一の造船所としてその育成に協力する意味に於いて当初の計画を変更し、内面の護岸を現状の通り一部施工することに止め、残余の護岸をドック計画に支障の無い間隔を置き外面に構築したものであって、一応市の責任に於ける北岸埠頭の護岸工事は会社の意図を充分に取入れ完成を見たものである。現在会社側に於いて構築された護岸は、その後に於けるドック保全上の必要性から構築せざるを得ないものであり、市の責任に於いて爲さるべきものとは思えない。埋立費用については十四ヶ月分の借地料を以って相殺し精算済であり、又借地料十五円は北岸一帶の埋立について会社側と軍当局との從来の経緯等勘案の上、決定したものであると云うのであります。是に次いで会社側の内情について種々活溌なる意見の開陳がなされたのでありますが、帰する所　当事者でない限り、その眞相を知る訳はないのであります。仍って一応会社代表を招致し、具体的に内情を聴く事に決定し、当日の委員会を閉じたのであります。越えて二十七日委員会を開催、主管課長並びに陳情代表者の出席を求め、先ず最初に陳情代表者から会社の経営状况について説明を聴したのであります。説明の要旨を簡單に申上げますと、本社は当初資本金五百万円を以って創立し、沖縄唯一の造船所として、その育成に不断の努力を払って来たのであるが意の如く振わず、本部から泊北岸に移転するに当り從来の不振を一掃すべく再建方策を樹て、二五〇万円の増資をなすと共に人事の刷新を行ない、先ず施設面に於いてはドックの整備と相俟って、造船工場、鑄物工場、熔接工場、船舶牽引動力室等の構築費の外、台車仕掛費、敷地地均し、埋立等の開発費等。合計七五七万七千余円の巨費を投じ、生産施設の整備拡充を計り、以って社運の挽回を企図したのであるが、相手業者なる者殆どが零細なる資金を持って運営する。漁船、運搬船の如きものなるが爲に修理賃も意の如く回收出来ず、現に六十万円近い金が未回收の状態であり、加うるに七百万円の巨費を投じた施設費用の資産固定化から運営資金に涸渇を来たし、今日の如き借地料滯納の申訳ない現状に立到って居る次第であるが、内面側護岸工事も、この苦しい経営の中から二十万円の工費をかけ施工した事実もあり、是等のこともお含み願って何とか御援助願いたいと云うのであります。之に対し各委員から活溌なる貭疑がなされたのであります。貭疑の主なるものについて申上げますと、

　１、借地料を仮に免除するとして会社今後の経営方針について伺いたい。

　２、泊北岸一帶の埋立地について讓渡問題が本陳情書にも謳われて居るが軍当局に対する讓渡申請は市当局と会社側はどちらが先に申請されたか、当時埋立に要した双方の支出経費の状况を伺いたい。

　３、陳情書に五六年五月迄に一二九万五千円の欠損を生じて居ると謳われて居るが、是には滯納借地料を含むものであるか、如何か。

　４、沖縄に於ける重要産業の育成と云う意味から政府に対し、補助申請をやった事があるかどうか。尚同様な趣旨から市当局に対し、固定資産税の対象となる基本施設物の税金免除について申請されたことが、あるかどうか。

以上の通りであります。これに対し夫々詳細なる説明があり充分了承出来たのでありますが、審査の愼重を期する意味に於いて一応護岸及び埋立地等、会社敷地一帶について現場を視察することに致し当日の委員会を閉じ、越えて二十九日に委員会を開催、その審査を行ったのであります。結局当局と致しましては債務は飽く迄も取立るべきであり、分納計画を樹てさせ契約通り履行せしめる意考でありますが、問題の焦点は会社側負担にかかる護岸築造費二十万円についてであります。つまり本護岸の構築せられた事により、市有地が海水の浸蝕から保護される結果となっていることから考えた場合、全額会社側に負担せしめることは穏当でない。借地料の取立については当局の意考通り会社側と折衝の上分納せしめることも結構であるが、会社は云うなれば一つの國策会社であり、之を育成保護する意味からも二十万円の工事は、その負担について考慮してやるべきではないかと云うのであります。之に対しては主管財政課に於いても一応充分検討した上で考慮したいとの事であります。結論と致しまして当委員会に於きましては一営利会社に対し單に営業不振なる理由を以って免除するが如き事例を作る事は将来に於いて禍根を残すものであり、又市当局今日の財政不如意の現状からしても妥当ではない。然し乍ら会社負担にかかる護岸構築費二十万円については出来る丈考慮して貰うことに致し、尚分納については当局に一任するが会社側の現状からして、その意向は充分取入れ双方納得ずくめの分納計画を樹てる様、要望し本陳情は之を不採択と決定致した次第であります。以上御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今の御報告に対して御貭疑ございませんか

（「貭疑なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御貭疑ない様であります。ではお諮りいたします。日程第十一の琉球造船株式会社提出に係る借地料免除方の陳情については總務財政委員会の審査結果の報告通り陳情の内容は了承し得るが現在の市財政の状態から陳情の趣旨に副い兼ねるということで不採択にしたという總務財政委員会の決定通り本陳情を不採択と致すことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十二及び日程第十三は関連致しますので二件とも一括議題と致し總務財政委員会における審査の経過並に結果の報告を求めます。

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今、一括議題となりました日程第十一　十二の公設市場内米穀商人からの露天商人立退移動方の陳情及び同米穀商の縁側撤去取消方の陳情について関連する問題でありますので一括して当委員会に於ける審査の経過並びに結果について御報告申上げます。本件は御承知の通り公設市場内米穀商人と露店商人の使用権をめぐる紛爭であり、当委員会に於いては前後九回に亘って委員会を開催、愼重審査の結果去る七月の臨時会本会議に於いて御報告申上げました通り露店商人立退移動中止に関する陳情については現在米屋商人の勝手に張出して居る縁側を撤去させることが從来の姿であるとの結論を得て之を採択と決定し、本会議に於いて本委員会の決定通り議決せられたのであります。處で米穀商人はこの處置が余りにも片手落である。我々米穀商人は当局に協力する意味に於いて臨時である露店商人に同情し、暫定的に使用を認めて来たのである。それが偶々、本格的道路新設に伴い警察に於ける交通取締りの実施に際して放遂の憂目を見るに至ったのでその際我々の商域たる縁側迄侵入して来たのであり、縁側迄も我々の商域である以上、その使用権も亦我々に有るのであって縁側を撤去して彼等露店商人を置くことは妥当な措置ではない。曽つて暫定的措置として同情的に承認したことが結局今は斯くの如くに措置されることは所謂廂を貸して母屋を取られるの類いであり我々は市場創設当初から当局に全幅の協力をし尚相当額以上の使用料を支払って来た。その亊からしても絶対に承服は出来ない。之に依る商業上の不利益も亦大きいのでありこの度の議決は總ゆる点から考察して決して公平妥当な措置とは考えられない。仍って市議会並びに当局に於いても今日迄の実情を篤と今一度御賢察願って縁側の撤去を取消し彼等露店商人を別地域に移転させて貰いたい。尚公設市場の管理形態は平和通りに面した東市場常設同様の形態でなければならないし我々の使用して居る所は飽く迄も我々に所有権があり從って何人と雖ども侵入することは許されない、と斯様に陳情を致して居るのであります。之につきまして当委員会は去る八月十四日委員会を開催、委員八名出席の下に主管部課長並びに関係、係職員の出席を求めその審査を行ったのであります。審査に当り、米穀商縁側撤去の措置について主管課長からその経過を聴しました處、議会の議決は飽く迄も尊重すべきであるが自発的に撤去せしめることが穏当であり一應米穀商人に対し議会の意志を伝え早急撤去する様口頭或いは文書を以って勧告して来たのであるが依然として撤去する気配もなく斯くては当局に於いて代執行を断行すべく一應念のため之が法的根據につき研究致しました處　該縁側の存置が著しく公益に反し尚且つ市場の管理上支障を来たす亊実が認められる場合に於いては問題となるが單に正当なる手続きを得て居ないと云う理由を以って撤去せしむることは妥当な行政措置でなく、然も既設縁側については過去数年間黙認し具、口頭を以って許可を與えた亊実もある。從って適当な行政措置としては改めて正当なる手続きを求め遡って之を承認することが妥当であると解されるので結局行政代執行の手段として撤去することは

　１、米穀商人に対しては現に彼等が使用して居る市場の両面使用を許可して居ること

　２、縁側設置場所の使用收益権は米穀商人に属するものであり、之を侵害して他人に使用許可を與えることは法理に反すること

　３、既設縁側をその侭黙認しても何等の公益に反することなく且つ市場管理上支障を来たすものとは認め難いこと

　４、行政執行は行政問題として最悪の場合にして然も現場をその侭放置することが著しく公益に反する亊実が認められる場合に於いてのみ可能であること

以上の理由から当局としても代執行は不可能であり困却して居るとのことであります。之に対し相当活溌なる貭疑應答が展開せられたのであります。即ち本問題は既に議会の議決を得たものであり、然も問題の発端から考えても当局の責任に於いて飽く迄も、代執行を行うべきものであると追究すれば当局は前に述べた理由に依り行政措置としては法理的に代執行は難しいと云うのであって論議は膠着状態の侭、一進一退を続ける仕儀と相成ったのであります。處で本陳情を具さに檢討致しまするに陳情文中「無法にも私達の商域を冒して侵入して来た」とか或いは「創設当時から相当額以上の使用料を正当に支拂って来た」とか尚「吾々に所有権がある」とか種々解釋に苦しむ字句が綴られて居るが之に対する当局の見解を聴しました處、之は陳情者の意考であって如何様な意味を含むものか確答は出来ないとのことでありこの点については次回の委員会に代表者を招致し説明をして聴くこととし旧盆も切迫して居る関係から一應之が済む迄双方紛爭の無い様充分その意を伝え関係職員を督励する様、特に主管課に要望し当日の委員会を閉ぢたのであります。越えて二十七日は委員会を開催、主管財政課長外係職員並びに陳情代表者の出席を求め先ず陳情代表者に対し陳情の具体的理由並びに陳情文中の疑点について説明を求めました處　具体的理由については陳情書に記述した通りであり貭疑に應じてお答えしたい。尚、文の巧拙は婦女子の起草なるがために字句に依っては曲解される点も多々あると思うので訂正すべきは訂正を願い辻褄の合わぬ所は賢明なる御判読をお願いしたいと云うのであります。之に対し若干の貭疑應答が展開せられたのでありますが何れも一年前の貭疑應答を繰返すのみに終始する状態であり論議の余地もなければ帰する所本陳情を採択するか不採択にするかその何れかに決定すべきであります。之について各委員の意見を聴しました處、陳情書に依れば市場管理の形態は平和通り面した東市場常設と同様でなければならないと謳ってあり、之が使用条件についての当局の説明では該市場通りも平和通りと同一の条件の下に契約されたものに対し、議会の議決がなされたからとの理由に依って縁側を撤去し、萬一米屋側から契約不履行なる訴訟が提起された場合、当局は之に対し如何なる見解を持つかと云う貭問に何等の確答をして居らない　之は議会としても亦当局としても愼重に考えねばならぬことであり理論的に陳情されたものに対し仮に之を不採択とするにしても法理に基づく反駁理由を充分研究すべきであって之を一途に不採択とすることは延いては議会の権威にかかる問題だと思う。仍って一應保留の上、篤と研究することに致したいとの意見であり一方之に対し保留することは研究の余地ある場合にのみ考えられる話であり、本問題については既に議会に於いて議決せられ論議の余地もない筈であり、然も相関連する米屋側からの二つの陳情に対し前回の議決と異なる決議がなされる亊は有り得ない。之を保留することこそ議会の権威にかかわる問題であって之は飽く迄も不採択として却下すべきであると云う意見があり二説をめぐって活溌なる討論が展開せられたのであります。何れにせよ本問題は双方の出様に依っては民法上の裁断を待つの外ないものと思料せられるのでありますが萬一之が司直の手に委ねられるに於いては市の行政上誠に遺憾千萬な亊であり本件については過去一年余に亘って審議せられ之に対する当局の努力も亦充分認めるが更に一歩を進め、当局の責任に於いて善處して頂く様、強く要望し採決の結果、多数の賛成があって本陳情二件は御手許に差上げてあります、審査報告書の通り之を不採択と決定致した次第であります。宜敷御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。　以上

○議長（泉正重君）

只今の總務戝政委員会の審査結果の御報告お聞きの通りであります　本件悶着に係る相手側露天商人からの陳情については第十三回議会において全員一致で採択されたものであるが故に　今回のこの陳情二件は不採択と決定したと云う訳であって別に貭疑もないと思いますが　委員会の決定通り本陳情二件を不採択と決定致すことに御異議ありませんか

（「賛成」「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

○島袋嘉順君

これは前に決った決議に対する当局の不執行と云う面からこう云った問題が出て来ると思いますので議会の議決を再確認する必要があると思います　当局としてもこれはハッキリして貰わなければこの問題は何時迄も決まらないと思います

議会は決める当局は執行しないと云う状態であります　それにつきまして色々總務財政委員の渡口委員の少数意見もありますので一応今日視察を終つて次の本会議にもう一応やつたらどうですか

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十四興行税撤廃に関する陳情についてを議題と致し總務財政委員会の審査経過の報告を求めます

○総務財政副委員長（赤嶺慎英君）

只今議題となりました日程第十四の興行税撤廃に関する陳情について当委員会における審査の経過並に結果について御報告申上げます　本件につきましては去る七月の臨時会々期中に於ける審査経過に付一応中間報告を申上げました通り陳情文の趣旨と陳情代表者の説明に於いて多少喰違っているようであり充分納得し兼ねると云う所から審議未了の侭継續審議を行うことに相成っていたのであります　仍つて当委員会は去る八月十四日午後二時委員会を開き委員八名出席の下に主管部課長の出席を求め　その審査を行つたのであります　審査に当り先づ税法上から見た本陳情に対する当局の確固たる見解を主管課長から聽取致しました所　税法の本貭的存在から考えた場合には適当でないと思うのであるが現行市町村税法に基づき条例を制定し賦課基準については行政主席の認可を得て賦課徴收し既に予算化されている以上　之を今直ちに撤廃することは歳入欠陥を生じ亊業執行面に少なからぬ支障を来たすものであり　仮に撤廃するにしても今年度はこの侭にして置いて貰いいたいと云うのであります　之に対し若干の貭疑応答がなされたのでありますが帰する所本問題は立法院に於ける根本的税法の改正がなされない限り　之の撤廃は不可能でありまして過日の興行代表者の説明によりますと本陳情については立法院議会において取上げ之に関連する政府娯樂税について再検討を加えるとの亊であり　結論と致しまして当委員会に於きましては審査の慎重を期し立法院議会に於ける政府娯樂税及び市町村税法に対する改正措置の結果を待って然る後本陳情の結末をつけることに致し御手許に差上げてあります審査報告書の通り之を保留の上継續審査を行うことに致したのであります以上中間報告を申上げ各位の御了承を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今の経過御報告の通り本案は追つて立法院の措置を待つてからでないと審査が進まないので総務戝政委員会において引續き審査して貰うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ございませんのでそう云う風に取計います

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十五那覇市四区七組宜保産婦人科医院前排水溝の完備方についてを議題と致し建設委員会における審査の経過並に結果の報告を求めます

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました那覇市四区七組宜保産婦人科側排水溝の完備方の陳情については会議規則第五十九条に基き議長から本委員会にその審査を付託されたものであります　本陳情書の要旨を申上げますと壺屋小学校正前手前の宜保産婦人科医院前より姫百合橋通りに沿って排水溝に勾配なく降雨の際は家屋内に浸水し衛生的見地から排水溝の完備方を早急にやって慾しいと云うのでありますそこで八月九日第一回委員会を開催出席委員十名の下に主管部課長の出席を求めまして審査を行ったのであります　当日は当局から該陳情個所の一通りの説明を聽取し引續き現場視察を行ったのであります　翌日十日第二回委員会を開催出席委員十名の下に主管部課長の出席を求め審議がなされたのであります　處で当局の調査による該陳情個所延長二三一呎で止りその下水溝の施工費が二万六千円位掛るとのことでありますが委員会としては現場視察の結果陳情書にもある様にその勾配に因を発し流水が悪く就中本流になっている下流の方に不完備な所があるので益々降雨の際は氾濫すると云うことでこの際その勾配を補修すると共にその下流の不完備の處も補修することによって下水溝の流れも良くなるし衛生的にも良くなると云うことに各委員の意見が一致し該陳情については全員一致採択と決定致した次第であります　宜しく皆様の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

日程第十五の排水溝の完備方についての陳情については建設委員会の方で採択決定したと云うことでありますが然るべく決定することに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十六那覇市十一区七組八組の排水溝設置方の陳情について建設委員会の審査経過並びに結果の報告を求めます

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました那覇市十一区七組八組の下水溝設置方の陳情については会議規則第五十九条に基き議長から本委員会に七月十九日附を以て付託されたものであります　本陳情の要旨を申上げますと該陳情個所は下水溝がなく雨天の際は道路家屋が水浸しになり井戸には汚水が入り衛生上危険を招く虞れがあるので排水溝を設置して頂きたいと云うのであります　そこで八月九日第一回委員会を開催出席委員十名の下に主管部課長の出席を求めまして審査を行ったのであります　当日は当局から該陳情個所の説明を聽取し引續き現場視察を行ったのであります　翌日十日第二回委員会を開催出席委員十名の下に主管部課長の出席を求め審議がなされたのであります　處で当局の説明ではカトリック教会本道より小路に入る所で袋路地になっており延長にして四七五呎あり排水工亊費五万四千円程度で施行出来るとの亊であります　そこで二日間に亘る視察と審議の結果陳情書にもあります通り雨天の際その袋路地に水が溜り非衛生的になるので該陳情については早急に排水溝の完備を要するものと思考され本委員会に於ては御手許にお配りしてある報告書の通り之を全員一致採択致した次第であります　宜しく皆様の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今の日程第十六十一区七組八組の排水溝設置の陳情についても採択と決定になっておりますが　当局の方では予算措置についてはどうなっておりますかお聞きになりましたか

○建設部長（安次富長昌君）

陳情書を御検討下さいまして採択になった分に対して直ぐ予算があると云うことは云えないのであります　今後財政の許す限り追加更正して行くか或いは亊業執行して残った分で廻すか翌年度にするかと云う亊にしかならないのであります

○議長（泉正重君）

そう云う含みで只今の建設委員会の審査報告のあった十一区七組八組の排水溝設置についても採択するこう云う風に決定して御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○島袋嘉順君

この問題につきまして例えば十一区七組八組は委員会も御覧になったと思いますが　カトリック教会の排水が悪いこう云う處を委員会では採択して本会議で認めても金がないから来年すると云うことになると委員会で採択した意味がないから　来年初めにするようにして予算を組んだ方がいいと思います　現在旧那覇市内においてもこう云った問題が出て来ると思いますが　金があればやると云うことになるとこれは委員会で採択しても何もならないと思います　これから次々に出て来る陳情が總てそう云う風に処理されないかと思いますがどんなものですか　委員会では採択しても予算がないからということになると委員会の採択の意味がない

○議長（泉正重君）

これは議会としても当局に対しては初めに早急にこう云った處を考慮して貰いたいと云う亊を要求して応急措置をして貰う様お願いしなければならないと思います

○島袋嘉順君

両方とも合せて四万五万と云う處ですから何とかして貰わなければならないと思いますが

○議長（泉正重君）

応急措置をして貰って間に合せると云うことでどうですか

○赤嶺慎英君

只今の島袋議員の貭問と関連するのではないかと思いますが　過日総務財政委員会で予算執行の面におきまして当局は予算を組むときはそういう面も一寸目論んである筈であります　所が相当の陳情が来るこの陳情を当初からの計画に織り込ましているかという亊を貭問したことがあると思うのであります　其處等からしてハッキリとした處の態度これをお知らせ願いたいと思うのであります　只今の部長さんの御答弁の中に採択したが予算がないから次にやると云うことでありましたがこれでは建設委員会も骨折り損の草臥れ儲けというものです　非常に恰好の悪い建設委員会の審議になると思います　更に私は之と関連しますので当局に要望したいと思うのでありますが今から直ぐ御覧になればお分りになると思いますがペリーと小禄の中間の排水溝と云いますか川と云いますか名前は何か分りませんがそこはアメリカさんの工亊場から土砂が流出されて来て橋の高さがホンの一尺あるかないかでありまして汚物の溜り場になっております為あの附近の民家は雨の降る度毎に暴風のある度毎にやりきれないと云う亊でありますが市当局が之を見ているかどうか又そう云うものは若し陳情が出た場合にはどう云う風に措置するかと云う亊を簡單で宜敷ゆうございますからお話願いたいと思います

○議長（泉正重君）

休憩致します

（午後一時五十五分　休憩）

――― ○ ―――

（午後二時五分　再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します　日程第十六の排水溝設置方の陳情については建設委員会の決定通り採択致すことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと思います依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第十七首里当蔵区四班に沿う公道旧津嘉山小路道路補修方の陳情についてを議題と致し建設委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となしました首里当蔵区四班に沿う公道旧津嘉山小路道路補修方については会議規則第五十九条に基き議長から本委員会にその審査を付託されたものであります　本陳情の要旨を申上げますと当蔵四班に沿うている公道四十号線より全区一、四班に至る道路で主要幹線路であり該道路は凸凹甚だしく一般の通行は勿論児童の通学路でもあり尚又排水溝もなく衛生的見地からも是非該道路の補修をやって貰いたいと云うのであります　そこで八月九日第一回委員会を開催出席委員十名の下に主管部課長の出席を求めまして審査を行ったのであります　當日は当局から該陳情個所の説明を聽取し引続き現場の視察を行ったのであります　翌日十日第二回目の本委員会を開催出席委員十名の下に主管部課長の出席を求めまして審議がなされたのであります　本陳情については陳情者である上間議員からも屡々説明があり該道路は基礎原石が露出し歩行困難につきこの際善処して慾しいと云うのであり　當局の説明では七〇〇呎を道路法の基準に当嵌めるには莫大な工亊費を要するので差当って石粉を撒布し歩道として区民の不便を来さない程度だったら出来ると云うのであります　そこで慎重審議の結果石粉を撒布する亊とし出来得る限り区民の協力もして貰う様要望して本陳情については採択致すことに決定致した次第であります　宜敷く皆様の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

本件につきましては建設委員会の方で採択決定して道路の補修方を当局にお願いしたと云うことでありますが建設委員会の決定通り本陳情を採択することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ございませんのでその通り決定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第十八睦橋から沖映間の屋台店存置方の陳情についてを議題と致し同じく建設委員会における審査の経過並びに結果の報告を求めます

○建設委員長（儀武息睦君）

只今議題となりました睦橋・沖映間の屋台店の存置方については会議規則第五十九条に基き議長から本委員会に七月二十五日附を以て付託されたものであります　本陳情の要旨を申上げますと市の道路拡張に依る睦橋から沖映間のガーブ川護岸工亊の爲その川縁りの屋台店が立退かねばならないが自分達はその屋台店によつて毎日の生活を営んでいるので工亊中は一応立退くがその護岸工亊終了後同地点に今迄通り作らせて貰いたい同地点に出来ない場合は川上にでも作らせて貰いたいと云うのであります　処で本陳情に係る屋台店の出来た経緯について土木課長の説明を聽取致したのでありますがその概略を申上げますると該屋台店は現在軒数が十五軒その家族数にして五十一名であり該道路につきましては宮城嗣吉氏が開通し沖映橋と両方の工亊費で二百七十万円掛り那覇市に寄附する意味で作ったもので當初同屋台店を建てる際関係者が地主に交渉したけれども地主は宮城嗣吉氏の承諾があれば差支えないとのことで宮城嗣吉氏に申出たので宮城氏としては市の都市計画による道路拡張その他等必要ある場合は何日でも立退くという条件付で建てさせたと云うのであります　そこで現在市が都市計画によつて道路拡張がなされている時屋台店は市に協調し潔よく立退くべきだと宮城氏も又地主も話していたとのことであります　そこで委員各位から種々貭疑がなされたのでありますが外の陳情個所も兼ね一応現場の視察を行うと共に翌日十日の委員会に参考人として宮城嗣吉氏及び地主の小禄商亊の高良博氏陳情者代表真栄城ナベ大城文子の両氏を招き意見を聽取することになったのであります　次いで八月十日第二回目の委員会におきましては最初陳情者側の代表者から本陳情の趣旨内容その他参考意見を聽取したのでありまするが　現在屋台店建物の経緯は各自違っている　自分で建てて自分で営業している者もおれば借りて営業しているのもいる　又は宮城嗣吉氏から承諾を得て現在営業しているのもおればその後屋台の賣買に依つて建物所有者が変つているのもいるが　何れも現在屋台店で以て皆その日の生計を維持しているので工亊の爲立退きしたらその後の生活に不安を感じるので土木課の方にも工亊終了後　現在の場所か若しくは川上に再建させて貰う様御願いしているけれども埒があかないので議会に陳情書を提出したとのことである　そこで委員の方から若し川縁りにも川上にも建てさせないとなる場合はどうするかとの問に対し代表者は役所の方で何とか良い処置を取って貰いたいというのであり私等の中には牧志街道及び安里三叉路の立退者もおります　私は牧志街道の立退者だが最初は泊の方に行つたらどうかと云われたが自分としては栄橋から千歳橋の方面に割当てて貰いたいと云ったが　自分の留守中一万千円の移転費で現在の沖映の処に移してしまつたとのことで収入の面では大宝館前の方が遙かに良かつた　それで現在の所を立退いた場合すぐ困却するが市の面子も考えて我々は工亊後綺麗な家を建てる積りでいるとのことである　それで市の方で作らせたのが一人で沖映で期限付で作らせたのが五名外の人は勝手に作つたというのであり又地代も払つていないと云うのであります　引続き宮城嗣吉氏及び地主の高良博両氏より今迄の経緯を聽取致しました処宮城嗣吉氏の話では一九五一年十月頃丁度沖映の劇場が出来上つた頃　該道路開通に地主側も一時は反対していたがだんだん良くなる傾向を見て喜び市の方でも財政面で補助しようというのでいたがとうとう私一人で作り沖映専用路見た様になつたので屋台店の人達は地主に交渉したけれども沖映が了解したらと云うので自分の方に何回も来た　市の方で道路の拡張工亊が始まる迄と云う条件で家を作らせた勿論今見たいに法的に整備されていない時であり工亊が始まり沖映の目障りになつた場合は何日でも毀すということで作らせたというのであります　真栄城玄明氏の家は市の都計課の職員が来て牧志街道の立退者だからと云うので暫定的に（二、三ケ月位）と云うので建てさせたが今迄お話した条件を無視して議会に陳情書を出すと云うことは以ての外だと思うと云うのであります　又地主の高良博氏の話では現在財産管理の土地で三軒並里の土地で二軒其の他私の方の分ですが私も早く立退いて貰つた方が良いと考えているとのことであります　そこで一応参考人からの今迄の経緯又はどうあるべきかの意見の聽取を終り参考人が帰つて後種々検討がなされたのでありますが

　（一）從来作つてある睦橋上流の川上店舖に因を発しこう云った陳情が出て来るその方の措置を如何様にすべきか

　（二）建築放規が出来ているにも拘らず無断建築を今迄黙認しているので陳情者の生活根源になつている全屋台店に代替地を與えるのが市としての市民に対する親心もあつて然るべきだとの意見もあつたが時間の都合上審議未了の侭次回に持ち越すことになつたのであります　引続き第三回委員会を八月二十九日開催委員全員出席主官部課長の出席を求め該陳情に対する審査を行つたのでありますが本件処理に関する主なる意見を申上げますと　本問題は地主側と陳情者側との話合で立退かすべき性貭のものであつて議会で取扱うべきものかどうかどうかと云う亊と　若し本件に関し両者に折合がつかない場合法的に強制立退きをさせることは屋台建築を今迄市は黙認している手前道義的にも拙いと思う　生活擁護の勧点からも市としては考慮すべきであり飽く迄も中間に立って円滿に解決すべきだとの意見　又は一応採択の上市に委せると云う意見が出ていたが結局当局と地主と陳情者側とで解決すべきで委員会としては陳情者の心情は十分察知できるが陳情の趣旨に副い難い所があるので出来る丈当局側と地主側と陳情者との折合をつけその結果改めて委員会でも審議することに相成った次第であります　本件につきましては審議未了継続審査をすることに致しました　以上中間報告と致し皆様の御了承を得たいのであります

○議長（泉正重君）

日程第十八の陳情については只今の経過の御報告をお聞きの通りでありまして一応地主対當局の間に話合が成立しそうであるその爲にはも暫く時日を籍した後で建設委員会で検討して頂くと云うことになつておりますので　継続審査にすることに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ございませんので継続審査をして頂くことに決定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の日程全部終えましたので本会議をこれで終えまして二時半から首里、小禄の視察をするように致しております　明日は各自議案の為に休みまして十三日の木曜日午前十時本会議を開き議案を上程し簡單なのは既決致し　主なものは委員会に審査付託する從つて金曜日は付託された議案の審査に入ります　土曜日は午前十時本会議を開いて委員会の審査報告を求めまして貭疑応答にもつて行きたいと思います　尚只今より首里、小禄を視察してお帰えりになつてから全体協議会を開きます　本日はこれで散会致し明後日十三日午前十時本会議を開きます

（午後二時二十分　散会）
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一、会議録署名人

一九五七年二月四日

九番議員　　　　喜瀬康一

一九五七年二月二二日

二四番議員　　　久高友敏

一九五七年三月十三日

那覇市議会議長　泉正重





一九五六年九月十三日午前十時三十七分開議

○議長（泉正重君）

本日の出席二十六人欠席四人でありまして議会は成立致しております。只今から本日の会議を開きます。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

御報告申上げる亊項が御座います。去る七月の臨時議会に於いて採択され市町村自治法第六十五條の規定によって市長宛措置方回送致しました。那覇市学校々地個人有地買收及び前島町新設校敷地確保方の陳情、及び汚物取扱業者の生活権保護方の陳情、以上二件の處理経過並びに結果につき市長から議長宛に報告書が参っておりますのでその寫を印刷の上、御手元に配付致しましたからそれによって御了承願います。

――― ○ ―――





那總總発第四、二一一号

一九五六年九月十一日

那覇市長　当間重剛

議会議長殿

議会において採択された陳情書の処理状况について

一九五六年七月二十日議会（臨時会）において採択された左記陳情書の処理経過及び結果を別紙のとおり報告します。

記

一、衛生馬車業者の保護方について陳情

二、那覇市学校々地個人有地買收及び前島新設校敷地確保陳情について





衛生馬車業者の保護方について陳情

採択年月日　一九五六年七月二十日

受理年月日　一九五六年七月二十六日

陳情者　　　那覇市二区二組　丸十興共衛生組合　代表者　川条常顕

処理経過並びに結果

一九五六年八月三十一日当該組合の汚物取扱区域を首里支所管轄区域、小禄支所管轄区域、ペリー区、奥之山及び蔡温橋からむつみ橋、ガーブー川を境界に東部の一、二、三、四の各区と六区の一部（別紙図参照）を許可し区域制定を円滿裡に実施した。




那覇市学校々地個人有地買收及び前島新設校敷地確保陳情について

採択年月日　一九五六年七月二十日

受理年月日　一九五六年七月二十六日

陳情者　　　那覇区教育委員会

処理経過並びに結果

１、開南小学校及び那覇中学校々地

区画整理施行規程に基き前島町へ換地完了。過小地積（三十坪未滿）については地価評価により買收する様調整中である。

２、城岳、壺屋及び垣花小学校々地

買收するため地価評価について調整中である。

３、小禄及び高良小学校々地

買收亊務完了し「土地の取得」及び買收費を予算計上し今期議会（九月定例会）へ提案した。

４、城南、城北、城西小学校及び首里中学校々地、

買收のため地価の調整中である。

５、前島新設校々地

学校用地として三阡坪確保してある。





し尿汲取區域図
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――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の議亊日程は印刷の上、御手元に配付致しておりますのでそれによって御報告に替えます。

――― ○ ―――





議事日程第十八号

一九五六年九月十三日（木）

午前十時　開議

第一、那覇税賦課徴収条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十号）

第二、工事その他請負契約条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十一号）

第三、土地賃貸借契約

（市長提出議案第五十二号）

第四、土地の取得

（市長提出議案第五十三号）

第五、土地売却契約

（市長提出議案第五十四号）

第六、建物（公衆便所）の撤去

（市長提出議案第五十五号）

第七、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第五十六号）

――― ○ ―――





○本日の会議に付した亊件

日程第一、那覇税賦課徴収条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十号）

日程第二、工亊その他請負契約条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十一号）

日程第三、土地賃貸借契約

（市長提出議案第五十二号）

日程第四、土地の取得

（市長提出議案第五十三号）

日程第五、土地売却契約

（市長提出議案第五十四号）

日程第六、建物（公衆便所）の撤去

（市長提出議案第五十五号）

日程第七、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第五十六号）

――― ○ ―――





○議長（泉正重君）

では只今から議亊に入ります。日程第一那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例市長提出議案第五十号を議題と致しまして貭議に入ります。

○赤嶺慎英君

五五年度の七月三十日現在における市民税の成績が六六％五六年度の同日現在が八一％からしまして一五％の実績をよくしているように御報告を承っておりますがそれは全額にして幾らになっているか　それからそれと対照的でありますので調定額からしました場合、現行の三千円から三千五百円にして差引五百円をカットした場合に五百円は調定額からすると全額にして幾らになるかということをお訊ね致します。

○税務課長（城田清才君）

御説明申上げます。五六年度の分は予算額五百十四万九千四百六十三円に対しまして調定額が第一期が五百三十万六千八百三十七円第二期が百十一万六千二百二十六円、第三期が百十一万四千五百五十八円第四期が百十一万三千七百九十四円になっております。それから収入済額が一期が五百三万千二百二十五円二期が七十三万四千二百五十三円三期が六十九万八千百九十七円、四期が六十一万千六百十五円になっております。そうしますというと大体一期が九四・八％　二期が六五・七％　三期が六二・二％　四期が五四・九％これを平均しますというと八一・七％という数字になっております。なお念のためこれは九月三日の締切によるものであります。それから只今の賦課徴収条例によりますところの・・・・・・

○赤嶺慎英君

五五年度の六六％がありますね　あれとの八一・七％からすると一五％増の良好なる成績を収めている　その十五％の金額は分りませんか

○税務課長（城田清才君）

それは後で御報告申上げます。それから賦課徴収条例改正によりますところ第三号と申しますというと扶養控除になっておりますが現行の三千円を三千五百円に引上げた場合は幾らの額になるか・・・・・・そうすると外の場合はどうなりますか

○赤嶺慎英君

予算と直接関係するのは三号でしょう

○税務課長（城田清才君）

そうすると他の控除は從来通りとして現行条例の場合ですか

○赤嶺慎英君

それは計算出来ませんか　幾らの開きがありますか

○税務課長（城田清才君）

この提案によります處の七千円を一万円にその他を所謂三千円から、三千五百円にあげた場合の御説明を申上げます。というと調定額にして六十三万五千五百四十四円になっております。これを予算収納率を掛けまして四十五万七千五百九十一円という予算減になって来る訳であります。この收納率を申上げますというと七二％ということになる訳です。四十五万九千七百五十一円丈は減る訳です。この収納率は最初の予算を組む際の収納率になっております。

○島袋嘉順君

今度の条例改正によります處の第三号から第七号迄の変更について扶養控除三千円を三千五百円に引上げる、それから不具者控除、老年者控除、寡婦控除を一千円から三千五百円に引上げております。基礎控除を六千円を一万円に引上げておりますが何を基準にしてそれ丈引上げられたか詳しく説明して頂きます。

○税務課長（城田清才君）

お答え致します。最初条例と制定する際に於きましては一応沖縄に於ける處の生活保護法に基く人間の一ヶ月の最低生活費を基準にして算定しました處約月五百円の生活費という風に計算されております。それで今度の際は一応はその生活保護法に基く處の一ヶ月の生活費を見ました場合に約二千円として見積られている訳であります。そうしますというと爲替レートが一対三でありますからＢ円の約七百円、年にした場合、八千四百円という数字が出て来る訳です。結局、基礎控除の趣旨は人間の最低生活を保証するという考え方から出ておると考えられますので一応、日本の数字によりますと八千四百円という金額になりますが尚これには純粋な考え方からするというと物価指数ということも又考えなければならないのじゃないかと考えますがこれを沖縄と日本の物価指数と考えました場合もっと高い金額になるかも知れませんが要はこの那覇市の財政需要というものを色々考えました場合に丸々これを勘案するということは困難でありますので一応気持程度に勘案をしたということになる訳です。そうしました場合、現行の所得税法によりますというと基礎控除が一万四千円になっております。この一万四千円に対する一万円という率が大体七〇％の率になっている訳です。そして扶養控除額も五千円という数字になっておりますので一応他の諸控除についても七〇％で押えようという考え方から五千円の七〇％、三千五百円という数字が出て来た訳であります。

○宮里敏慶君

今先の赤嶺議員の御貭問と重複致しますがこの三千円を三千五百円、六千円を一万円に引上げると總額においてどの程度の歳入減になるか又歳入減になった場合は何でカバーするかということをお伺い致します。

○税務課長（城田清才君）

今御説明申上げました通り調定額にして六十三万五千五百四十四円の減收になります。

○宮里敏慶君

それは三号と七号でしょう。私がお訊ねするのは全部を含めての部分的に三号はとおたずねするのは難しいとおっしゃるので三号と七号ということであったのですが・・・

○税務課長（城田清才君）

そうじやありません　全部です。

（「全部改正になると六十三万円ですね」）と呼ぶ者あり）

○税務課長（城田清才君）

收入減に対応する財源としてはこの前財政部長からも説明がありましたが所謂決算期の既に申告されて納税がなされているのを税務署の更正決定によって通知されたものを取り集めて財源にしている訳でございます。

○島袋嘉順君

課長の説明で今度の条例改正の大まかな説明はなさっておりますけれども現在政府の生活保護法による最低生活費の基準を、おっしゃって保護費が月五百円と云われておりますけれども今度の場合は五百円を更に超えて日本並みの生活保護法による適用を与えようという意味で最低日本円で二千円、Ｂ円にして七百円ということになる訳ですがその辺をはっきり・・・・・・

○税務課長（城田清才君）

日本並みという考え方よりも一応引上げるには何かの根拠がなければならない。一応沖縄の場合は引上げておりませんので一応日本のものを掴まえて見た訳です。

○島袋嘉順君

その場合、説明の中にもございました一応日本並みに基準を日本において生活保護費においてやっても物価指数の面で一対三の割にあった指数は出て来ないと思う。然し現在の市の予算と関連させて考えてみるとどうしてもそれ以上に出来ないから一応二千円で一対三で七百円、そういう意味ですね。

○税務課長（城田清才君）

それじゃ附加えて申上げますが例えば所得税に於きましては、応能原則によって課税されております。即ち能力のあるものから税金を取るという考え方であります。處が市町村税というものは多く応益原則即ち市町村と住民の切っても切れない地方自治の精神と利益に繋がる處の住民の関係でありますから一応市町村の復興に直接関係のある市民には一応は負担をして貰う然し国家の所謂所得税法というのは出来る丈、応能原則によろうという考え方であります。何故ならば戰前では所得税法に該当しておったものは住民の約三〇％乃至四〇％であります。非常に控除額も高いし率も高かった。然し現况というものは殆ど八〇％位が納税義務者になっている。これは勢いアメリカ式の行政のやり方から来たものじやないかと思いますが行政費用が膨張した関係上、こういう風になって来たと思いますが何かにしても所得税法丈でなくして要するに政府の税は大体応能原則の考え方によってやっておりますので市民税も何でも先ず額を下げるということは必ずしも地方自治の精神に合致しない。又応益原則の点においては拙い点があると考えますので出来る丈控除額は下げたい。なお例えば日本の場合は特に財政需要の関係上、止むを得ない場合は基礎控除以外は全然考慮しなくても宜しいという一条が挿入されております。これも明らかに地方財政等に対して重点を置いているのじやないかと考えられます。又一面日本において所得税法の減收を図った場合は逆に地方税の方に皺寄せが行って地方税の收入を図るように税法が関連をしてなされております。そういった考え方からして政府の所得税法並みに出来るということは聊か地方自治の精神に悖るのじゃないかと考えられます。尚、又、今後の問題についてはその都度考えさせて頂きたいと思います。

○島袋嘉順君

そういった趣旨は分りますが只然し市民税が一般的に賦課されるという意味であっても矢張り中央税関係の応能の原則ですがその原則ですがその原則からは外れないと思う。又市民税の場合も当嵌まるのじゃないかと思う。そういう意味も含めまして今度の市民税に関して条例改正に出ております。けれども私が先から貭問申上げますのは敢えて控除額を例えば基礎控除を一万四千円が政府の率だとすればそれに先ずもって行くという意味じゃない。大体どの辺の處迄基礎控除の引上げが妥当性を持っているかという点について貭問をしておる訳です。それで日本の基準をもって来てそれをＢ円に直して八千四百円それを一万円に引上げて来たというなら、それが政府の一万四千円の七〇％に当るから他のものは七〇％並みに引上げようということで三千五百円が出て来た。そこで問題にしたいと思っておりますのは先程三十番議員も貭問しておられた扶養控除の件でございますがそのことにつきましてもっと基礎的な資料が欲しいと思っております。けれども一番始めに現在の納税者總数、それとそれから今条例改正による減額の数字が出ておりますけれどももう一度関連しますので納税者總数と市民税の徴収總額、それから今度の条例改正による減額、これは四十五万七千円でしたが数字が出ておりましたがそれは宜しうございます。更に条例改正で出ております處の扶養控除がございますけれどもそれの該当者数現在の市民の中で扶養控除を受けているのが何名かその該当者数、それから今度条例改正によって減額された所謂扶養控除の三千円を三千五百円に引上げたための減額した分、それが總体の何％になっておるかお分りになりませんか　一応納税者の總数と扶養者、それと三番目の減額その二つを最初に聽かせて頂きたいと思います。

○税務課長（城田清才君）

それは当初予算と追加更正予算を見ると分りませんが予算書に出ていると思いますが・・・・六万二千二百十一人で但しこれは扶養控除の該当者ですよ　だから納税義務者の場合は又別になって来た訳です。

○島袋嘉順君

委員会付託になるからその時でも宜しうございますが　それじや扶養控除の該当者が六万二千人おりますね　それと最初の予算額と今度扶養控除が引上げられたためにこの三千円から三千五百円に上げたために、その減額の分、扶養控除のみの減額の分。

○税務課長（城田清才君）

他の控除はその侭ですか

○島袋嘉順君

それは除いて・・・

○税務課長（城田清才君）

そうするとそれは別に計算しなければならない

○島袋嘉順君

出せますね

○税務課長（城田清才君）

扶養控除丈であれば現行による所謂改正前によりますと一億八千六百六十三万三千円であります。處がこれも三千五百円にもって行った場合には二億一千七百七十三万八千五百円という控除額がふえて来る訳です。

○島袋嘉順君

その数字が出ましたね　その率ですよ　總体的に現行のやつで一応予算を組んだ訳でしょう。それは扶養控除丈のものを引抜いて後で計算して貰いたい。それから現行で出したものを次に改正条例によりまして三千五百円に引上げた場合、扶養控除がその減額が出て来る訳でしょう。その減額が予算總額の何割になっているか　率を調べて貰いたい　それからもう一つは他の扶養控除の該当者これは全部合せて貰いたい。勤労控除も学生控除も寡婦控除も全部合せて何人位いるか

○税務課長（城田清才君）

該当者に雑損控除が五十七人、医療控除が九十五人、生命保險控除が三百十八人老人控除が二百四十五人勤労学生控除が三十八人寡婦控除が千八十八人になっております。それから扶養控除が先程申上げた六万二千二百十一人であります。

○島袋嘉順君

不具者控除は出ておりませんね

○税務課長（城田清才君）

百六十人です

○島袋嘉順君

そうすると三十番議員の貭問と関連しておりますが所謂他の面は大体、二千人足らずですから千円の三・五倍を引上げても予算面において、そう変らないと思う。處が扶養控除を只、五百円上げる丈でも六万人もおるので予算面にも相当大きな狂いが出て来ると思う　一般の人が望んでいるのは扶養控除の引上げじやないかと思う。他の控除は引上げによって相当影響を受けるが該当者が少い。そこで今、市としては三千円を三千五百円に引上げるということもそれ自体が六万人も余るので相当、苦労したと思うが現在の三千五百円を見た場合、他のものは三千円に置いた侭、扶養控除を三千円から四千円に引上げた場合、予算面にどの位の狂いが来るか、最初は四十五万というのでしょう。今度の条例改正でこの四十五万になっているようでございますが扶養控除を四千円に引上げた場合に幾らになるか　四千五百円の場合は幾らになるか　五千円に引上げた場合は・・・委員会でも宜しうございますから報告して頂きたい

○税務課長（城田清才君）

資料がございますから御説明申上げます。四千円に引上げた場合、予算の減額になるのか五十六万九千五百三十八円であります。四千五百円の場合、六十八万千五百五十一円です。これ以上は作っておりません。

○島袋嘉順君

五十六号議案と関連しますのでこの議案じゃございませんのでこれにも関連しますので貭問致したいと思いますが今度の市税の追加更正が出ておりますが市税の普通税、市民税の中で今度控除額の引上げによる予算減額が出ておりますが市民税の追加予算では二十九万、約三十万近くの予算増が出ております。これは控除引上げから来る減額ともう一つ、五六年度の法人税の決算ということになっているか。法人所得の問題について特に高額所得の資本の大きな大亊業の関係、そういった處の法人所得の法人税、並びに法人所得、五六年度で宜しうございますが　それが若し財政課、税務課で大体資料が出ておりましたら次の委員会迄に準備して頂きたいと思います。特に高額所得の法人税の一種、二種でしたがそれの第一種になると思います。

○税務課長（城田清才君）

個人の場合は一種、二種であります。法人は一本であります。

○島袋嘉順君

この予算に現れた決算された分が幾らになっているか税が、所得が幾らになっているか　これを少し詳しく調べて次の委員会に準備して頂きたいと思います。それからもう一つ附則の方でございますがこの条例は公布の日から施行し一九五六年四月一日から適用するようになっておりますがこれは遡る訳ですか

○税務課長（城田清才君）

そうです。

○島袋嘉順君

處が「この条例施行前に課し又は課すべきであったものについてはなお從前の例による」となりますと私達の考では食い違いがあるような感じが致しますが・・・・・

○税務課長（城田清才君）

課税の要素というものは課税客体、税率、賦課期日、納期　これ丈あります。從いましてここにいう四月一日というのは、賦課期日であります。なおこの五七年度の市民税の賦課期日は四月一日になっておりますので公布した日が仮にこれから十日後にしました場合に五七年度の市民税に対してはこの改正をした處のこの条例は適用できないということになる訳です。これは仮ですが五七年度の市民税の賦課につきましては五六年四月一日という賦課期日を掴まえて課税をする訳です。從いましてこれを公布の日から施行ということになりますと恐らくこれは後十日か十三日後だろうと思いますがそうなるというと結局この条例は折角改正をしても次年度の五八年度では適用できないということになって仕舞う訳です。どうしても四月一日にひっかけて来ない限りは五七年度の市民税には適用できなくなる訳です。それが一つです。それから二項の条例施行前に課し又は課すべきであったものについては、なお從前の例によるというのは今迄に課すべきであったのを保留してあったとか賦課命令でこういうものかあった場合にはこれが例えば四月一日から適用されますのでこの条例四月一日以降であるからといってこの条例を施行したときに保留してあったとか賦課命令であるというものと前に課したものとの不均衡が出て来よう。この条例を適用することについて不都合が出て来る。その意味において課すべきであったものは過去の条例によって課すべきだという訳です。

○島袋嘉順君

過去は五六年度以前になる訳ですね

○税務課長（城田清才君）

はい

○島袋嘉順君

この施行前に課し又は課すべきであったものはなお從前の例によるというのは五七年度でなくて五六年になるという訳ですね

○税務課長（城田清才君）

そうです

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

貭疑続行の侭で本議案の審査を総務財政委員会に付託致したいと思いますが左様取計うことに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二、工亊その他請負契約の条例の一部を改正する条例、市長提出議案第五十一号を議題と致しまして貭議に入ります。

○新垣善太郎君

この入札保証金につきまして政府の方ではこれを免除しているのでありますが那覇市の場合、これが実施されておりますけれども何とかこの点を政府並にもって行けないものかどうかということは業者の声でありますが何かこの点について政府にでもお聽き合せをしたことがございますか

○建設部長（安次富長昌君）

政府は免除しているが市はそれをやる意思があるかどうか又政府と打合せをもっておるかどうかという御貭疑でございますが今の處条例によってやっております。そういった面について政府と打合せしたことはございません

○新垣善太郎君

何か政府並にこれを免除するような御意向はございませんか

○財政部長（長嶺良松君）

財政部と建設部とよく相談を纒めまして会議を二日も持ったのでありますがこれを免除するということになりますればもう一度、再檢討しなければ万一工亊に支障があった場合には困るので今の處、免除ということは考えておりません。

○新垣善太郎君

入札して落札した場合仕亊が始まりますので色々準備が要するのでありますが例えば今これ丈の仕亊をもっていて二十万円の工亊を入札するという場合に業者としてはそれに対する現金を置かなければいかん又さもなければ借りて来なければいかんという場合業者の育成という面から考えまして政府の方でも免除してあるのじゃないかと思います。前はありましたけれども今は入札保証金というものはありません勿論落札して契約した場合は契約保証金は工亊のために必要だと思うのでありますがこの入札保証金については業者を育てるという面から又自由に入札せしむるという点からいってもそれを免除して貰ったらいいという風に考えておりますが・・・・

○助役（嘉手納並水君）

お答え致します　これは色々議論があります　入札の場合間々不都合なことがありまして相当競爭が激しくなるというとうんと引落して　この前も二十万程度の差を落した人がありますが途中で気持が変って放ったらかすということが出ました場合入札に対する責任を一応はもって貰いたいということで市としてはやっておりますがその憂いがなければ取る必要もないと思います。然しこれはまだ研究問題でありまして今の處これを止めるという意思は持っておりません

○議長（泉正重君）

本件についてはデリケートな問題だと思いますので協議会で諮りたいと思います。休憩致します。

（午前十一時二十四分休憩）

――― ○ ―――

（午前十一時四十分再開）

○議長（泉正重君）

本会議を開きます。

○宮里敏慶君

有価証券を担保物件に認めるということには異議ございませんか　この有価証券について、株券は会社によりまして相当相場が違いますが当局の方としてはその相場をどういう風にして評価するかそれの何％認めるかということをお訊ね致します。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え致します　これは市長が適当と認めるという風に入れてありますので、これは規則で決めたいと思っております。

○赤嶺慎英君

改正案の御趣旨をもう一回お訊ねしたいと思うのですがこの案は議会からの要望で改正案を提案されているような次第であると御説明を承っておりますが議会からの要望は現行の前条の保証金は郵便爲替及び銀行手形若しくは物件、この物件の中に有価証券を認めて貰いたいという趣旨の要望じゃなかったかと記憶するのでありますが　この改正案におきましては現行の条例とは全然反対に、前条の保証金は市長が適当と認める有価証券を第一義に持って来て現行の郵便爲替・銀行手形そういうものは二義的に持って来られているようにこの改正案から考えられますがそこら辺の問題はどういうふうに解釈されて提案されたからもう一回お訊ねしたいと思います。

○財政課長（比嘉良男君）

お答え致します　現行の条例は保証金は郵便爲替及び銀行手形若しくは物件をもって代用することができるとなっておりまして勿論この改正によりましても郵便爲賛及び銀行手形これは勿論通用するのでありますが併し巾を広く持たせまして尚市長が適当と認める有価証券つまり株券とか或いは社債、或いは公債そういったようなものを以って育てるというような改正になっております。

○赤嶺慎英君

巾を持たせるということはよく分りますが全然今迄の条例とは転倒しているから巾の持たせ方の度合、例えば有価証券の問題でも御説明の通り規則を作らなければならないということが生れて来るという風に考えられる訳です　巾の持たせ方が広過ぎるためにそういうことが思われてお訊ねする訳です。

○儀武息睦君

五十一号議員に対しましては本員と致しましては最も時宜に適した改正案だと思いますが第一有価証券の問題であります。これを評価する方法によって各会社に影響を及ぼすことが非常に多いと思う。例えば時価百円するものを百五十円に評価した場合にその会社の信用程度が非常に増しその反対にマイナスになる会社もあるということになりますので市長がこの評価に当りましては十分に研究して頂きまして適正なる評価方法でやって貰いたいことを希望致します。

○議長（泉正重君）

十九番議員に私からお訊ね致します。金一証券では株価を絶えず公表しているようでありますが　それに関連ありませんか

○儀武息睦君

市長の認定する評価となっておりますので市長が評価する時に当りまして適正なる評価を間違った時はその及ぼす影響が大いにある　この点を十分に御考慮なさって頂きたいという希望であります。

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します　日程第二の工亊その他請負契約条例の一部を改正する条例は総務財政委員会に付記致したいと思いますが御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三土地賃貸借契約が市長提出議案第五十二号を議題と致しまして質疑に入ります

○宮城清三郎君

五十二号議案の土地賃貸借の契約の件でありますがテレビ放送の敷地としてこの土地を借りる　そして、具志頭得助さんと契約の締結をやるという具合になっておりますが万一この個人との契約がどうもその当時の考え方と実際に亊業をやるに当ってからの考え方と変って来た場合、一応契約は結んだものの具志頭氏が契約を結んだがこれはどうもわしには出来ないから別の人にこれを何とかしてやろうという風なことが起きた場合に市としてはこれをどういう具合に処理するか例えば法的にこれを一応契約したものは絶対にあんたはこの亊業をやらなければいけないという風な積りでおるのかどうか更に具志頭氏が出来なかった場合に或は軍のテレビ放送にでも貸して仕舞うということも考えられる。万一契約の何かごたついた場合の市としてこの法的見解とどうなるか競輪見たいに契約をやったらこの亊業は良く行かないから放っておけといった場合の処置であります　この点を・・・・・

○市長（当間重剛君）

先達ても申上げました通りにまだこの会社は出来ておりません　從って代表資格も具志頭氏にはない訳であります。名儀は会社の発起人代表でありますが結局個人でしかないということでありますが契約書の内容にあります通りに使用目的を限定してあります從って何々会社の敷地に提供すると限定されておりますからそれを強いてもっと嚴重にするというならばこの契約内容に入れても差支えないと思います。そういう御心配があるならば要するに使用目的が限定されておりますから使用目的が変れば契約解除の原因になります　それは他の面でも住宅とかいうようなものもありますから目的がはっきり契約内容に決めてある以上は契約を解除する原因が出た場合は市としてこれを解除することが出来る訳です　一方的に解除することが出来る訳です

○仲井真元楷君

前に市長からこのテレビ放送の技術面の説明がございましたが鹿児島から直接新しい送影といいますかその場合にその新しい施設が鹿児島では何時頃出来ると思われますがその点お伺い致します

○市長（当間重剛君）

詳しくは分りませんが私が聞いている話では今年中に暦年だと思いますが、つまりマイクロウェーヴが今鹿児島迄来ていない。其所迄来て更に室中放電によるキャッチ、ああいった恰好でやるように聞いております

○仲井真元楷君

もう一つお伺いしますがこの沖縄テレビ放送株式会社のみにつまり現在ラジオ琉球放送がありますが軍の意向としてＫＳＡＲと合体した会社にせよ或は具志頭得助氏が代表である会社のみにやらせるということが相像される訳ですがそういった具志頭得助代表の会社のみにさせるという確信があるかどうか市長としてはどう思われるか。

○市長（当間重剛君）

そこの處は私にもはっきり掴めませんがテレビ放送丈であれば或は万能性があるのじゃないか然し琉球放送とかち合うような業態であれば少し問題は複雑になって来るのじゃないかとこう私は見ておりますがＵＳＣＡＲでも大体そういった詳しい知識はないように見受けられますがコーラ部長も全部そういった知識はないようなお話です從ってこれは結局スキャップにもって行って向うの専門技術員の手で解決されるのじゃないかと考えられますが一面現在の琉球放送は琉球大学との関係もありますし或は一緒になったらどうかというようなことになるかも知れませんがそこの處は現在全然予想がつきません。

○仲井真元楷君

財政部長にお訊ねします。非常に心配することは先程十七番議員からの質議にもございましたがその土地を貸して後で会社の代表が変ったり会社の実体が変ったり或は使用目的が違ったりといった場合のトラブルを大変心配する訳ですが曩に競輪亊業について市会で決議をした　處が那覇競輪株式会社は転じて沖縄スポーツセンター株式会社となる。そうであればこれは宮良から具志頭得助に代ったということを話していたが具志頭氏に聽いたらスポーツセンターというのは知らんぞといっていたがこの辺の奇々怪々なる答弁、それは一体どうなるのですか。今度の場合もこれは具志頭氏は責任者として借りるということになるが今度ＫＳＡＲと合体して具志頭得助じゃなくてやれ何とかいう人が出て来た場合には受継がれるものであるか前は受け継いでいたが・・・・

○財政部長（長嶺良松君）

十七番議員（宮城清三郎君）もその点非常に心配しておられましたが競輪問題からも考えまして契約の条項にはっきり謳いたいと思います　若し認可が出来ない場合には何時でも解約するという風にすれば良く行きやせんかと思います。

○仲井真元楷君

どういうことがはっきり謳えるようになるのですか。変化が出て来るということは予想されませんか

○財政部長（長嶺良松君）

されます（笑声）だから市長がお話になりましたようにそういうような隘路があるとするならばどうせ契約にでもそれは若し具志頭得助を代表とする会社が認可にならなければ何時でも解約が出来るように契約を結ばなければいかんと考えております。

○高良一君

今のテレビの話ですね　これははっきりすると思います疑問もなくなると思います　実は具志頭氏は競輪の代表もあなたがなっているということに対しては今仲井真議員がおっしゃったように本人も分らんそういった奇々怪々なことが今後ないというような訳でテレビも仮説会社に対しては市ではそういう疑問が出るだろうその疑問を何とかあなたとして疑問のないように明瞭に納得の行くような線があるかと昨日聽きましたらこれは今認可申請である、その認可申請の条件には所謂営業地というのが示されなければいけない　その場所を示して営業の認可申請をしなければいけない　だから仮契約でいい若しこれが認可になった場合はこれを契約する。又認可にならなかった場合は勿論解約していいという仮契約の下に一応やって貰いたいということでありますからそういった疑念はなくなるという訳です　このテレビ亊業が沖縄でやるということは世界の電波の中心になるそうであります。ここがアジアの中心地になっておりますのでこの放送を沖縄に持つことによってすべて現在日本でやっている放送局もここを中心にする處が電波の余裕が国際電波協会において取れるかどうかという大きな問題がある　この認可迄には相当一年そこそこには見通しが付かんのじゃないか、處が沖縄として特に中頭あたりでも場所の誘政策をやっております那覇としてはどうしても今の中に誘致しておく必要があるのじゃないか首里をもって来たということも二ヵ所の候補地があった中頭と首里、こちらが出来なかったら中頭が適当だといっておりますが我々としては那覇にさせたらいいというのでその線を決めた訳です。仮契約の下に認可が出なければ解約する認可後といえども使用目的に反した時には解約するこういう条件の下にお願いしたいという本人の意向でありました。

○仲井真元楷君

このテレビ放送は今高良議員が話しをされたように非常に文化的に而も最先端を行く亊業になっておりますが又財政部長の説明の中にもこれを誘致するということは文化的な考え方から、それから地理的に雨乞御嶽が一番最適だということで結局財政部長であり乍ら収入面の話でなしに文化的に最重要だといって話をしておられます　その点御尤でありますが　それであれば尚更今のような高良議員のおっしゃったようなテレビに対する技術的な文化的なそういった装置も誰か研究して貰って今のうちに鹿児島から辺戸岬にもっていって今度それを受像する。その場合の施設、そのテレビ塔を利用しての具志頭得助氏のテレビ会社の構想があるようです。そういったものを見てはっきり文化的に打出して議会としても市としても後押しをすべきだといった裏付の資料を用意して貰いたい。只あそこにあの会社としては場所がどこということがきまらなければ議会で決議できなければ早計で浅薄で議会の権威に拘わることだと思いますので我々を納得させる寧ろ文化的な面を強個するような後押しをするような資料を用意して貰いたい。若し委員会に付託になるならば専門家に初歩的な知識も解説して貰って図書室にあるのは古いのでもっと新らしいものになるそうでありますのでそういった資料を揃えて貰いたい　これは要望でありますが　お願い致します

○議長（泉正重君）

お諮り致します。日程第三土地賃貸借契約について市長提出議案第五十二号も総務財政委員会に審査を付託致したいが左様取計らうことに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。時間になりましたので会議を休みまして食亊に移ります。一時再開致します。

（午後十二時二分休憩）

――― ○ ―――

（午後一時八分再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します。先程の休み時間でお話し致しましたように今回の案件は殆んど総てが総務財政委員会に付託になりますので明日一日じゃ少し多過る面も性貭から考えても、日程第二工亊その他請負契約に関する條例の一部を改正する条例　市長提出議案第五十一号は建設委員会に付託替えして頂いたらという申出がありますので日程第二工亊その他請負契約に関する条例の一部を改正する条例は改めて建設委員会に付託致したいと思いますが左様取計らうことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第四市長提出議案第五十三号の土地の取得　これを議題と致しまして質疑に入ります

○照屋正徳君

日程第四第五、第六ですねこれはずっと前から審議されておりまして質疑も左程ないと思いますので一括上程して頂いたらと思います。

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

では二十六番議員のおっしゃるように日程第四、第五、第六は一括上程致しまして質疑に入ります。別に御質疑ありませんか

○上間長和君

日程第四、第五、第六は一括して質疑討論を省略して全部可決して頂きたいと思ます。

○宮城清三郎君

議案第五十三号土地取得について原案に賛成するものでありますが　これにちょっと当局にお聽きしたいことがあります。この土地の取得に関しまして　この土地に現在畜舍がありますが豚はおよそ五十頭位い入っておりますがこの人たちはやはり土地の取得、学校を作ることには賛成はしておりますが併し今迄に自分たちの作ってある畜舍に対しても市当局からの何らかの通知がない　そして地主は早くここは学校敷地になるからあなた方は立退きなさいといっているそうだが畜主としては市から何か通知がある筈だからそれ迄待とうという風に話しておりますがその畜舍に対しての補償の問題になりますが　これに対して市当局はどういう工合にお考えになっておりますか　これを一つお聽きしたいと思います。

○財政部長（長嶺良松君）

お答え申上げます。この畜舍につきましては、工亊する場合の問題でありまして私らは今迄土地を買うという議案でありますので畜舍の移轉については工亊に伴うものでありましてそのときに考える他、仕様がないと思います　本案は土地の取得でありまして工亊費は教育委員会がどう考えておるか分らないがどうせ教育委員会が工亊を施行すべきものであって、そのときに考えるのが適当と思っております。

○宮城清三郎君

そうすると若し土地は買うことに決まった場合に今度は現在地主に地代も支払いして使っておりますがその工亊施行前に当って補償もやらないですぐ退けという工合に教育委員会当りでなった場合の措置につき全然当局としては考慮されてないのかどうか。

○財政部長（長嶺良松君）

そこまでは考えておりません

○島袋嘉順君

別にどうしろ、こうしろという見通しが付かない筈ですが万一悶着が起った場合にはどうせ土地を取得しているのですからそういう爭い亊が起った場合当局としても教育委員会乃至地主を通じてそういう紛爭の解決に協力して円滿に解決して行くといったような条件といいますか要望をつけてその議案に賛成したいと思います。

○新垣善太郎君

本議案に対しましては小禄の出身と致しまして感謝に堪えない土地はあがる一方だし又場所的にも四五年前から検討に検討を加えて本案が出来上ったと思うのであります。それでこういったような公共的な施設のものに対しては早く買うように可決して貰ったらと思います。

○宮里敏慶君

この案に対しては全面的に賛成致しますが　ちょっと疑問がありまして　お訊ね致します。この学校敷地というのは那覇市が買うので教育委員会に貸すものであるか又教育委員会が買収すべきものであるか、そこの点がはっきりしませんがどういう風になっておりますか。

○助役（嘉手納並水君）

この問題は那覇市が正式に教育委員会に土地を無償讓渡するという手続はまだやっておりませんが結局市が買取って教育委員会に無償讓渡するような形になる訳です。

○宮里敏慶君

無償貸与するということをきいておりますが那覇市が取得して又那覇区教育委員会に讓渡する訳ですか。

○助役（嘉手納並水君）

そうなる訳ですが手続はまだやっておりません

○高良清二君

只今助役の話によりますと那覇市が買取って無償讓渡するというのはおかしいのじゃないですか　無償で貸与するという処置はいいかも知れないが無償讓渡するということはおかしいのじゃないかと思います。

○助役（嘉手納並水君）

学校用敷地として財産は全部あれは教育委員会の財産となるという風に解しております。だから例えば上之山であっても泊校であっても実際は那覇市の市有でありますが　これは学校である以上教育委員会の財産とみなすという恰好になっております。

○高良清二君

既設の場合、教育委員会制度が出来る当時のものは、そういうものになったかも知れないが今度の買収するものに対してはどうなるか教育委員会とはっきり調整された意見がありますが　その点お訊ねしたいと思います。

○助役（嘉手納並水君）

間違っておりました　無償貸与になっております。

○照屋正徳君

日程第四、五、六につきましては、貭疑も尽きたと思われますので討論を省畧して可決方取計われたい。理由は取得につきましては私達の前議会よりこの問題は審議されまして当時、当局が議員各位の御協力によりまして地主側と折衝致しましたがその時は地主側との問題でなかなか坪があかずに今回になって実を結んでおるのでございまして、全議員各位もこれには喜んで協力して下さると思います。第五の土地賣却の契約でございますがこれも前議会で坪四千円の賣却評価をしましたのでそのために時の相場に高く從って賣れなかったのでございますが前議会に於きまして四千円以下に改正したために今度は賣れたのでございます。なお又附近も調査しますと大体適正な価格である　寧ろよく賣れたものと思われるのでございます　第六につきましてはこれは市民の要望でございましてなお又市当局もこれは妥当である撤去してよろしいということでございましてこれは別に審議する必要はないのでございます。

以上の理由をもって討論省畧で可決を願うものでございます。

（「賛成」と呼ぶものあり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します。日程第四の市長提出議案第五十三号土地の取得について討論を省略して原案通り可決することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました。

――― ○ ―――

○真栄田義晃君

五十四号議案の契約の方法について公入札に付さないで隨意契約にした理由、その方が有利であると思われる理由があればその御説明を願いたい。

○財政課長（比嘉良男君）

隨意契約にしました理由はその地域が那覇商港港湾地域内でありまして倉庫地区となっておりますし又他の處からも別にそういった申請もございませんし、値段も適当だと思いますので以上の理由を以ちまして隨意契約に致したのであります。

○真栄田義晃君

売りたいという広告は出してありますか。

○財政課長（比嘉良男君）

ありません。申請がないのです。

○議長（泉正重君）

お諮り致します　日程第五市長提出議案第五十四号土地売却の契約については討論を省略して原案通り可決することに異議ありませんか。

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第六市長提出議案第五十五号建物の撤去については前から要望致しておることでありますので原案可決して異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って左様確定致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第七　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算を議題と致しまして質疑に入ります。本件も質疑続行の侭で日程第一の那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例と相関連致しますので総務財政委員会に審査を付託いたしたいと思いますが左様取計うことに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます。依って質疑続行の侭で日程第七の一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算は総務財政委員会にその審査を付託致します。

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

本日の日程はこれで全部終了致しました明日は総務財政委員会が開かれます。時間は委員会の方で決めて頂きまして土曜日午前十時本会議を開きまして議案上程委員会の審査報告の後に質議討論表決と致します。各委員会は開会時間をお決めして頂いたら亊務局迄御連絡下さるようお願い致します。

本日はこれで散会致します。

（午後一時二十三分　散会）

――― ○ ―――





一、本日の会議を行った場所

市会議室

一、議員出席者氏名


 
  	議長
  	泉正重
  	議員
  	辺野喜英興
 

 
  	副議長
  	長嶺将真
  	同
  	真栄田義晃
 

 
  	議員
  	上間長和
  	同
  	宮城清三郎
 

 
  	同
  	仲井真元楷
  	同
  	嘉数ツル
 

 
  	同
  	森田孟真
  	同
  	儀武息睦
 

 
  	同
  	新垣善太郎
  	同
  	比嘉佑直
 

 
  	同
  	宮里敏慶
  	同
  	高良一
 

 
  	同
  	喜久山朝重
  	同
  	糸数昌剛
 

 
  	同
  	渡口麗秀
  	同
  	久高友敏
 

 
  	同
  	喜瀬康一
  	同
  	高良清二
 

 
  	同
  	上原光男
  	同
  	照屋正徳
 

 
  	同
  	崎山喜達
  	同
  	渡口政行
 

 
  	同
  	島袋嘉順
  	同
  	大山盛幸
 

 
  	同
  	玉那覇有義
  	同
  	備瀬知良
 

 
  	同
  	比嘉朝四郎
  	同
  	赤嶺慎英
 








一、市当局より参与せる者の職氏名

記


 
  	市長  
  	当間重剛
  	財政課長
  	比嘉良男
 

 
  	助役
  	嘉手納並水
  	税務課長
  	城田清才
 

 
  	総務部長
  	幸喜克彰
  	衛生課長
  	安座間喜松
 

 
  	財政部長
  	長嶺良松
  	都計課長
  	花城直政
 

 
  	社会部長
  	上地安昭
  	土木課長
  	上原直次郎
 

 
  	建設部長
  	安次富長昌
  	首里支所長
  	与儀清三
 

 
  	総務課長
  	亀島入徳
  	小禄支所長
  	赤嶺一男
 




一、事務局出席者


 
  	局長
  	新垣良正
  	書記
  	新垣襄二
 

 
  	書記
  	友寄隆次郎
  	同
  	涌川朝興
 

 
  	同
  	新垣繁
  	
  	
 








一、会議録署名人

一九五七年二月四日

九番議員　　　　喜瀬康一

一九五七年二月二二日

二四番議員　　　久高友敏

一九五七年三月十三日

那覇市議会議長　泉正重





一九五六年九月十五日

午前十時五十三分開議

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の出席二十四名、欠席六人であります。議会は成立致しております。只今から本日の会議を開きます。

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

諸般の報告を致します

　１、那覇市小禄宇栄原区新辻町組合長大田清栄外二名から議長宛に小禄宇栄原区新辻町道路並に排水溝補修方陳情書の提出がありましたので議長は会議規則第五十九條の規定に基き、その寫を印刷の上、各位に通告すると共にその所管建設委員会にその審査を付託致しましたから報告致します。

　　　總務財政、建設の各常任委員会委員長から議長宛に、委員会審査報告書の提出がありましたのでその寫を印刷の上御手元に配付致しました。本件に関しては後刻夫々議題と致し、御審議願うことに致しますから左様御了承願います。

　　　本月十四日付で二番　十一番　十二番　十九番　二十六番議員、連署により決議案提出について、議長宛文書が参っておりますので書記をして朗読報告致させます

（書記「新垣襄二君」朗読）

――― ― ―――

一九五六年九月十四日

二番議員　　　上間長和

十一番議員　　崎山喜達

十二番議員　　島袋嘉順

十九番議員　　儀武息睦

二十六番議員　照屋正徳

那覇市議会議長

泉正重殿

決議案提出について

左記亊件に関し議会の議決を得たいので今期議会に提案方亊務手続相成りたく会議規則第十五條の規定により別紙の通り決議案を提出致します。

記

颱風災害復旧費援助方の陳情について

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

書記をして決議案その他を配布致させます

（書記配布）

――― ― ―――

○議長（泉正重君）

本日の議事日程は印刷の上御手元に配布致してありますのでそれによって御報告に替えます

――― ― ―――





議事日程第十九号

一九五六年九月十五日（土）

午前十時開議

第一、那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十号）

第二、工事その他請負契約条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十一号）

第三、土地賃貸借契約

（市長提出議案第五十二号）

第四、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第五十六号）

第五、颱風災害復旧費捕助方の陳情について

（二番、十一番、十二番、十九番、二十六番議員提出決議案第四号）





○本日の会議に付した亊件

日程第一、那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十号）

日程第二、工事その他請負契約条例の一部を改正する条例

（市長提出議案第五十一号）

日程第三、土地賃貸借契約

（市長提出議案第五十二号）

日程第四、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算

（市長提出議案第五十六号）

日程第五、颱風災害復旧費捕助方の陳情について

（二番、十一番、十二番、十九番、二十六番議員提出決議案第四号）

日程第六、市政に関する緊急貭問

――― ― ―――





○議長（泉正重君）

只今から議亊に入ります。日程第一那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例（市長提出議案第五十号）を議題と致しまして總務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます。





一九五六年九月十四日

総務財政委員会

委員長　高良一

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

本月十三日第十四回議会（定例会）本会議において総務財政委員会に付託された左記議案は慎重審議の結果別紙の通り審査したので報告する。

記

一、議案第五十号、　那覇市税賦課徴收条例の一部を改正する条例

一、議案第五十二号、土地賃貸借契約

一、議案第五十六号、一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算





総務財政委員会審査結果報告

議案第五十号、議案第五十二号、議案第五十六号

以上三議案は左記の通り審査した。

記

一、議案第五十号　那覇市税賦課徴收条例の一部を改正する条例については左の要望意見を付し原案を承認した。

要望意見

　　　　　　個人及び法人高額所得者の実体把握に萬全を期せられ、極力これが増徴を図ることにより、六万二千余人を対象とする扶養控除額引上実現に最善の努力を払われたい。

一、議案第五十二号　土地賃貸借契約については、左の要望意見を付し原案を承認した。

要望意見

　　　　　　契約締結に際しては「会社設立に関して、行政主席の認可を得ることが出来ない場合は本契約を解除する」という条項を挿入すること。

一、議案第五十六号　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算については、原案を承認した。





○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました議案第五十號那覇市税賦課徴收條例の一部を改正する條例について当委員会に於ける審査の経過並に結果につき、御報告申し上げます

本案につきましては去る十三日の本会議に於いて貭議続行の侭当委員会に付託せられたものであり当委員会は昨日午后二時全員出席の下に主管部課長の主席を求めその審査を行ったのであります。

本案につきましては納税者の負担軽減を図る意味に於いて誠に適切なる措置であり原案より以上の軽減については、幾多の建設亊業を控え居る今日、現財政上からしても論議の余地も無いと考えるのでありますが、一面市の財戝の在り方について具さに検討致しまするに、殆どが起債に依存すると云う所から結局市民の負担を余儀なくされる結果となって居るが、之は変則であり目下實施中の都市計画亊業はどちらかと云えば戦災復興亊業であって、日本の例からすれば飽く迄も政府補助によって執行さるべきものであります。從って民政府或いは行政府に対し、積極的に補助要求をなし依存財源の獲得に努力すべきである。尚最近独占企業体の收入の変動は相当なものであり、法人所得の増加は大きいと考えるそれでそういった高額所得者の課税客体の把握について積極的努力を拂って貰いたいとの意見があり、結論と致しまして、当委員会に於きましては不具者、老年者、或は寡婦の控除については当局の提案通りで良いとしても扶養控除額の三千五百円についてはもっと之を引き上げるべく只今御手元に配付致してあります審査結果、報告書の通り、個人及び法人、高額所得者の実態把握に萬全を期せられ極力、之が増徴を図ることに依り六万二千余人を対象とする扶養控除額、引き上げについて次年度に實現方最善の努力を拂われる様要望意見を付し、本案は全会一致之を原案通り承認することに決定した次第であります

宜敷く、御審議の上各位の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今の御報告に関し何か質問はありませんか。

○島袋嘉順君

別に意見という程のものでもございませんが実は只今委員長から報告がありました通りこの五十号議案に対し要望意見をあげておりましたけれども問題が重要である丈に昨日の委員会で審議されましたことも触れまして、もう少し追加説明を行ってから皆さんの御同意を得たいと思いますがどんなもんでございましょうか。

○議長（泉正重君）

よろしうございます。

○島袋嘉順君

昨日委員会で説明したことでございますが改めて御説明申上げます　それは前に本会議でも私の方から一応御説明を申上げてありますけれども議案五十号に対して那覇市税賦課徴収条例の二十七条第三号から第八号迄の改正がございますがその中で特に問題となりますのは第二十七条、第三号中の扶養控除、現行三千円を三千五百円に引上げるということでございます。處が市から提出されている資料によりますとこの扶養控除につきましては現在那覇市内に扶養控除の該当者が六万二千人を超しております　略々人口の半数以上を占めております。それに対しまして第四号から五号、六号、八号の不具者控除、老年控除、寡婦控除、勤労学生控除こういった最も適切である控除に関しましてはその該当者が総てを含めまして二千人に足りない状能であります。これは少な過ぎるという訳じゃございませんが一応扶養控除とそういった色々な雑控除に関して調べてみると六万二千人に対する二千人という少数を占めておりますのでこういう雑控除に対しまして現行控除額一千円を三・五倍に引上げまして三千五百円にもって行くということにつきましては市の市民に対する税金の考慮に対しましては共に私も感謝しておりますけれども何れにしましても問題となる点は先程申上げた通り扶養控除でございます。今市の報告によりますと委員会乃至本会議での報告によりますと扶養控除の現行控除額三千円を三千五百円に引上げた場合は当初予算から約四十五万円の減額が出て参ります。更に四千円とおいた場合に五十六万九千円、四千五百円の場合に六十八万円という予算減額が出て参ります　何れにしても該当者が六万二千人も含められている扶養控除をなる丈引上げて市民の生活安定のために必要だ　そのためにそういった点から考えますと成可く三千五百円より四千円、四千五百円とおいた方が市民の利益になることは当然であります　處が今申上げたように扶養控除を引上げることによってその該当者が六万二千人という厖大な数に上るために予算減額が甚しくなる勢い予算の均衡を保つためにはその穴埋めを探さなければならないが目を転じて同じ所得税に目を向けてみますと問題にしたいと思っておりますのは五六年度の法人亊業税並びに個人所得の中の高額所得者の点でございます　それに対しまして市から提出されております　五六年度の法人亊業税番付表をみますと約十ヵ所の法人団体をあげておりますけれども、先ず沖配、琉石、琉海　那覇交通、沖バス、首里バス、國場組、那覇港湾　具志堅味噌、琉水、琉球中央倉庫などという高額所得の法人団体を挙げております。處が既に新聞を通じて見た範囲内に於きましてもこういった法人団体の所得は現在那覇市が所得額を押えているのは課長の説明によりますと那覇税務署の所得額調査を基準にして那覇市も大体押えて特別に変動がない限り那覇税務署の査定によるものだという答弁がございましたがそれに関しまして新聞を通じて見た丈でも既にこういった高額所得法人団体の所得につきましては疑問を抱くものであります。それは特に沖配電なんかの場合を見ますと市の押えた所額が千五百五十六万円それに対して税額が六十二万円になっております　處が先日の新聞発表によりますとこの所得は更に那覇市の押えた所得額よりも上廻っております。これは調査不十分な處があるかも知れませんが一般に見てみまして所得額の査定が過少に評価されているということがいえるのじゃないかと思う特にこういった處は非常に大きな亊業をやっておるのであります。特に二、三の会社に至っては殆ど沖縄の亊業界では独占亊業を行っているようであります　そういう点から考えまして那覇税務署の所得査定を基準にするということも必要でございますが更に那覇市としてもこういった那覇市内にある亊業団体に対しての所得調査をもっと嚴格にやる必要があるのじゃないかということが考えられるのであります。そうしましてそういう法人団体の中でも特に高額所得を有するもの或は個人でも高額所得者に対しては嚴格な調査による所謂高度累進課税の制度をとりましてそういう處から那覇の税収を増加することによって現在問題になっている　特に扶養控除更に基礎控除に対してはもっとこれを引上げることが出来る可能性が十分にある　そういった点から委員会に於きましてもこの那覇市の法人亊業税の資料並びに個人亊業税の資料によりまして今会期で扶養控除並びに基礎控除の額の引上げを議案以上に引上げようと思っておりましたけれども現在お手元に市から提供されている資料では未だ未だはっきりした見通しが付かない、それで要望としまして今会計年度中に是非そういった法人亊業並びに個人所得の高額者に対しては適切な調査による嚴密な課税によりまして税額を引上げて頂きたい。そして一般勤労大衆並びに生活に苦しんでいる階層が那覇市には多数おりますのでそういった人達に対する社会護政策の意味からも政府では考慮されているようでありますが那覇市においても是、雑扶養控除基礎控除等、一般大衆の生活安定のための保護政策を是非考えて頂きたいと思っております。それに関しては昨日の委員会においても市当局で早急にこの調査を始めることになっているそうでありますから今会計年度内ではなくても次の新予算の提出の場合にはこの条例の改正も所謂基礎控除乃至扶養控除の引上げも十分可能になるのじゃないかと考えられますのでその点市にも強く要望致しまして更にこの点は現在市会にも税制審議特別委員会がごさいますのでそういった處でも当局とタイアップ協力して那覇市税体系並びに税収の健全或は建設的な部面から見ても税制審議会あたりがこれに十分検討を加える必要があると思いますので休会中に於きましても税制審議委員会を開催させて頂いて更に総務財政委員会とタイアップしまして那覇市税の賦課徴収に関しもっと適切な処置が取られるように要望したいのであります。以上簡單に説明を申上げまして只今の委員長報告の内容を深めた訳でございます。各位の御賛同をお願いする次第であります。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します　議案第五十号那覇市税賦課徴収条例の一部を改正する条例について先程の総務財政委員長の御報告並びに十二番議員の追加説明によりまして要望意見として個人及び法人高額所得者の実態把握に万全を期し　極力これが増徴を図ることによって六万二千人を対象とする扶養控除の減額を図って頂くという要望意見を付して原案を承認するこういう委員会の決定通り原案可決して御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様決定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第二工亊その他請負契約条例の一部を改正する条例について建設委員会における審査経過並びに結果の報告を求めます





一九五六年九月十四日

建設委員会

委員長　儀武息睦

那覇市議会議長

泉正重殿

委員会審査報告について

本月十三日第十四回議会（定例会）本会議において、建設委員会に付託された議案第五十一号は慎重審議の結果左記の通り審査したので報告する。

記

一、議案第五十一号　工事その他請負契約条例の一部を改正する条例については、左の要望意見を付し原案を承認した。

要望意見

　（一）工事その他請負契約条例については、全面的に改正し、次期定例議会迄に提案して貰いたい。

　（二）有価証券及びその他の物件については適正なる評価をなす様にして頂きたい。





○建設副委員長（照屋正徳君）

只今議題となりました日程第二の工亊その他請負契約条例の一部を改正する条例（市長提出議案第五十一号）について建設委員会に於ける審査の経過並びに結果につき御報告申上げます。本案は去る十三日の本会議に於いて、本委員会にその審査を付託されたものでありまして、翌日十四日委員を開催し、委員全員出席の下に関係部課長の出席を求め慎重なる審査を行ったのであります。先づ委員会における審査の焦点となりました問題を總体的に御報告申上げ更に質疑応答の大要を重点的に申述べます。本案の趣旨は現行の工亊その他請負契約條例については不備缺陥があって以前からその改正方を要望されていたものでありましてこれは行政府の請負入札方針と当局の入札方針に於いて相違するところがあり出来得れば行政府と同様な歩調に依ってやることが適切且つ妥当だというのであります　それで今回は入札保証金の代用物件の一部を改正し次期議会迄に慎重な研究と充分なる検討を加え全面的に改正して提案したいというのであります。處で各委員からの質疑亊項中主なるものを申上げますと、有価証券の必要性について当局の見解を訊しましたところ有価証券は現金に切替えられる、便利なケースのものであり保管上からも取扱いが容易であって請負入札者の方では尚更簡便で一挙兩得といった様な立前から殊に有価証券にしたというのであります。そこでその有価証券は金券同様な取扱いが出来るといっているが若し社会の経済変動に依って証券が値下りを生じた場合はどうするかと質したら証券の変動もあり得るので額面金額に依り充分注意して受け取ることにしたいというのであります。又行政府の請負入札の場合保証金は免除しているが市当局の方でもこういった保証金の免除方法を各業者の保護育成のためにあって慾しいと思うが当局ではどう考えているかとの質疑がなされたのであります。それに対し当局の見解では一般入札の場合は兎も角指名入札、隨意契約の場合は当然減免も可能であるというのであります。一般入札の場合減免したら入札登録証も持たない業者が多数出て来て政府の認可を受けた登録証保持者が迷或し且つ入札に於いてブローカーの掛引により悪結果を齎らすことになるというのであります。それで只今の處行政府の正式登録証保持者に入札させているが出来得れば業者の技術面の力も良く認識し資格審査を嚴格にし業者の実績も十分調査検討の上Ａ、Ｂ、Ｃといった風に資格等級を付けることは私等も尤も好む處であるが行政府でも未だそこ迄はいっていない。又入札保証金を取ることに依って落札契約の場合契約金に振り返えることも出来色々な無駄も省くことになるとのことであり相当活溌なる貭議応答が交はされ慎重審議が行われたのでありますが結局工亊その他の請負契約条例については、先刻お話申上げた通り次期議会迄には全面的に再検討を加へ提案するとのことであり本委員会としては本議案第五十一号については、

　（一）工亊その他請負契約条例については全面的に改正し次期定例議会迄に提案して貰いたい。

　（二）有価証券及びその他物件については適正なる評価をなす様にして頂きたい。

以上二件の要望意見を付しこれを原案通り承致した次第であります。宜しく皆様の御賛同を得たいのであります。

○議長（泉正重君）

只今の建設委員会の御報告について何か御貭議はございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

本条例の一部を改正する条例につきましては本会議でも隨分話題に上っておりました例の全面的改正については次の定例議会迄には必ず提案すると云うことも考えておるようです　更に有価証券の性貭上その適切なる評価と云うことについては重大なる注意を払って頂くと云うことを要望して原案を承認したい　本会議の空氣もそうであったと思いますが別に御意見はありませんか

○宮里敏慶君

今の委員長の御報告には異議ございませんがこの保証金の保管方法はどう云う風にやっておりますか

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます入札保証金の場合は落札した人のものに対しましては契約保証金の関係がありますので預って収入役に引継いでおります　それから落札しなかった方々はその場で返還しておる訳であります　尚契約保証金につきましても全部収入役が保管しております

○宮里敏慶君

その収入役の保管の方法は・・・・・・・・・

○助役（嘉手納並水君）

契約保証金の保管の方法と致しましては嚴封致しまして現金であっても証券であっても嚴封致しまして収入役の金庫に納めております　これから絶対使うことはありません

○宮里敏慶君

私がお訊ねしますのは嚴封して現金を納めると云うことを聞いておりますが　これは銀行なんかに預金はしませんか

○助役（嘉手納並水君）

やりません

○宮里敏慶君

高額であると銀行利子だけでも相当なものでありますが寝かすよりはその利子と共に還した場合は工事落札者の方でも助かると思うのですが　これは何か規定にあるのですか

○助役（嘉手納並水君）

規定にはありませんが兎に角收入役で保管すると云うことになっております　銀行に預けると云うような規定も何もありません

○宮里敏慶君

今迄最高幾ら位の契約金がございましたか

○建設部長（安次富長昌君）

お答え申上げます　はっきりした記憶はございませんが十分の一でありまして　五百万円の工事は五十万円・・・・・若し必要ならば調べてお答え致したいと思います

○宮里敏慶君

規定として条例になければ銀行に預金して半年なら半年の利子も相当額に上ると思いますが　これを落札者に利子をつけて還すと云う方法はとれませんか

○建設部長（安次富長昌君）

これは収入役の権限でありまして最近そう云った事を収入役とも打合せております　現金の場合は出来る丈その人に利益を受けさせると云った方が良くはありませんかと云うことを一応話はついております　この際又更に現金に切替えてもいいと云うことになりますと恐らく將来は殆んど現金になるのじゃないかと云うことになると考えます御貭議の御趣旨は御尤もであります

○議長（泉正重君）

皆さんにお聽きしたいのでありますが現金で工事契約金を納付した場合にこれは市の収入ではない　それを市の名前において預金をするその利息を相手側に支払った場合に会計監査の場合はゴタゴタは起りませんか　市の収入でない金を預金すると云うことは・・・・・・・

○新垣善太郎君

私は今市営住宅をやっておるのでありますが本問題につきまして沖縄相互だったと思っておりますが　お見えになって保証金を入れる處の業者の承諾があれば収入役さんは引受けて良いと云うお話だと云うことになりまして私は最も良い方法だと思います　直ぐ銀行に預けられ收入役さんがそれを心配されると云うことよりも寧ろ業者としても良い方法であると思う　處が条例を見ると利子は付さないと云う条項がありまして結局その預けた場合の利子は私の組に来るのか或いは市に落ちて来るのかと云う疑問も持った訳であります　更に保証金であります為に市当局とされまして例えば今日はそう云う様なことはありませんけれども銀行に預けた金が順調に廻って来ない場合は市が大きな責任である　だからこの問題は研究する余地があり業者自体がこれでＯＫと云う風にすれば金融機関自体も育成することが出来る　又業者自体もその利子は市が貰うのじゃなくてなるべく業者に恩典を浴せしめて頂きたいと私は考えておりますがこれはあった事でありますが六番議員の貭議に対して非常に賛同している訳であります

○助役（嘉手納並水君）

御説の通り之は銀行に預けてそして利子を還すと云うことは非常に結構な考えでありますが　一つ一つ工事が違いますので定期預金という恰好にならなければ利子はつきません　当座預金には利子はつきません　それで一々それを定期預金に繰入れてやりましても定期預金は勿論月でやっておりますから日では預金出来んのであります　それでその一つ一つについて預金をやってこれを今度市の方で負担すると云うことになりますし要するに銀行の支払保証と云うことがあればそれでもいいんじゃないかと考えられます　例えば請負業者が預金をしてそれに対して期限を切りましていつ支払えると銀行が保証する詰まりそれが出来れば出来んこともないと思います　それはまだはっきり研究しておりませんのでこれも研究してやりたいと思っております

○宮里敏慶君

収入役にお訊ね致します契約保証金は大きな工事になると何百万円という金を市に保管させますが　その保管が収入役が金庫に保管すると聞いておりますがこれを銀行に預金してその利子を落札者に還す方法は出来ないかと思っておりますが　普通預金でも利子はつきますから当座預金は利子はつかないとおっしゃっておりますが・・・・・・・・

○収入助役（大湾政順君）

保証金の一件ですが実際は収入役の保管でありますがこれは市長の保管になっております　便宜上収入役に預けております収入役の責任じゃありません　それであれを銀行に預金するそうすると利子の関係がありますが契約には請負者に払戻しすると云う規定はない　だから市長として保管すると云う意味であってこの保證金を銀行に預けたりそれに利子を還す様な規定は・・・・・

○宮里敏慶君

そう云う規定を作って貰いたい　未だこれが出来ていなければ・・・・・・・・

○収入助役（大湾政順君）

それは具合が悪いのじゃないかと思います

（「どうしてですか」と呼ぶ者あり）

何處に預けると云って指定銀行が利子の安い處も高い處もあるかも知れません　又万一請負者が仕事の関係で出来なかった場合その工事関係で没収があるかも知れません

○宮里敏慶君

那覇市の名儀で預金すれば払戻しして没収すればいいじゃないのですか　良く研究して下さい

○議長（泉正重君）

お諮り致します　本案は請負契約については全面的改正について次期定例会迄に提案して貰うと云う要望になっておりますので只今の問題もよく検討して次の定例議会迄にその案を出して頂く・・・・・・・・

○新垣善太郎君

私が先申上げました通り業者としてもこうすれば非常に助かると思っておりますが　更に収入役さんの御言葉にもありますように市としての大きな責任からするとと云うと一寸難しい處でありますが為に結局業者の承認を得て更に又市としても次の議会迄に相当御研究されまして何とか良い方法が生れて来るのじゃないかと考えております　そして今の原案に賛成する者であります

○高良一君

これは皆一致しておりますよそれで今の話は出来る訳です　例えば利子にしても助役や収入役が云った様に違うのです例えば全額積立の方法そう云う相手の信用で幾分の差はありますが　その利子と云うよりも詰り証券と謳われておるのだからそれに定期預金を持って来てもいい訳です　そう云った事で解決されている訳です　定期預金証をもって行けばそれでいい訳です　そう云った場合には本人がその利子を取ると云う事になって總て解決ですよ

○議長（泉正重君）

お諮り致します　日程第二工亊その他請負契約条例の一部を改正する条例については建設委員会において纒めました要望意見として次の議会迄に全面的に改正する様提案して貰う　更に有価証券の評価に注意を払って貰うこう云う要望意見を付して原案通り承認する　こう云う風に原案可決することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様可決確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第三土地賃貸契約について市長提出議案第五十三号を議題と致し總務財政委員会における審査経過並びに結果の報告を求めます

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました議案第五十二号土地賃貸借契約について当委員会の審査の経過並びに結果につき御報告申上げます　本案は一昨日の本会議において貭疑続行の侭当委員会に付託なったものであり当委員会は昨日委員全員出席の下に主管部課長の出席を求めその審査を行ったのであります貭疑の主なるものについて申上げますと

　１、借地料坪当り五円と決定した算出基礎及び該土地の坪当り坪価額を伺いたい

　２、貸与總坪数一千六百坪を是認した據據を伺いたい

　３、テレビ設置敷地として議会の議決を得ぬ前に既に民政府並びに琉球政府に対しては認可申請がなされており所謂専決処分に依る事後承認と云った形になっているがその必然性が奈辺にあたか伺いたい

　４、資本系統は如何なっているか特に外資関係について伺いたい

以上の通りであります　之に対しましては主管財政部からの説明で了承出来たのでありますが外資導入については市長の本会議に於ける説明と主管財政部の説明とは夫々異った説明がなされておりますが論議の焦点はこのテレビ放送亊業計画につき既に行政府に認可申請がなされている以上認可後に本案を議決するとしても何等支障はないと思料せられるのであり從って審議末了の侭継続審査をなすか　若しくは一応本案は撤回して貰い同会社設立に関して主席の認可後提案してはと云う意見の開陳がなされたのでありますが　何れにしても会社内容について一応代表者の説明を聽することに致し非公式乍ら代表者具志頭得助氏の出席を求めその説明を聽しました處　資本金については全額地元負担であり尚沖縄の文化水準を高める意味の会社設立の趣意については十分了解でき斯かる文化施設の為市有地を貸与することについては別に異論はないが当局の措置が云わば専決處分的であり斯くすることが打って業者を困却せしめる結果となり誠に遺憾に思うのであります　結論と致しまして当委員会に於きましては御手元に配付致してあります審査結果報告の通り競輪の二の舞を繰返さない様本契約終結に当り会社設立の場合において行政府の認可の得られない場合は本契約を解除する旨の契約条項を押入して貰う様要望意見を付して全会一致原案通り之を承認することに決定した次第であります　宜敷く御審議の上各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今の總務財政委員長の御報告について貭疑若しくは御意見がありましたら・・・・・・・・

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

お諮り致します只今の御報告のありました通り会社設立に関して行政主席の認可を得ることが出来ない場合は本契約を解除すると云う契約条項を押入して貰いたいと云うことを要望致して原案を承認して・・・・・・・・・・・

○島袋嘉順君

委員長報告にもございましたけれども会社設立の発起人代表である具志頭さんも招致しておりますけれども本人の証言と市長の本会議における答弁が相当に喰い違いがある　然も個人的には市長は発起人になっている何れにしても總務財政委員会を通じて分ったことは殆ど専決処分のような処置がなされていると云うことについてこれは前の競輪事業でも同じような問題があったが　又再び同じようなことになっている競輪事業の場合は全会一致で市長の責任を追及され再びそう云うことは繰返すまいと云う堅い約束が交されているに拘わらず又同じようになっている　然もこの問題についてテレビ放送会社の代表者から琉球政府に会社設立認可申請をやったのが七月十六日になっている　處が七月二十日からは那覇市臨時議会が開かれているその間僅か四日しかないそうすると若し市長がそう云った臨時の処置を取ったにしても四日後の臨時議会には報告すべきではないか　余りにも誠意がなさ過ぎて市会を市長の諮問機関としか考えていないのじゃないかと云う風に考えられるその点について市長個人としてはどう考えておるかと云う事を今日の本会議で貭問することにしておりましたが福岡に出張なさっておられるので助役が市長に代ってそのことを責任をもって説明して貰いたい

○助役（嘉手納並水君）

このことにつきましては私も最近聽いたのでありますが十七日に話合があったと云うことは聽いておりません　市長のお話の様子からしますと云うとこの雨乞の森は最初に虎頭山と云う話が出て其處は試験場に貸してあるからいけない雨乞が適当じゃないかと云う話が出ましてあそこならいいだろうと云った程度で話をしたと聞いております　それを会社設立委員会の方でその侭申請したのじゃないかと推祭しておりますがそれを今度の議会に諮って決定しようと思っている訳でありまして私の見る處では専決とは云えないのじゃないかと思っております　其處の處は十分内容について私もまだ分っておりませんのではっきりした御返亊をすることは出来ません

（「進行」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します本案につきましては会社設立に関し主席の認可を得ることが出来ない場合は本契約を解除すると云う条項を押入すると云う要望を付しまして總務財政委員会の決定通り本案原案可決して御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様可決確定致します

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

日程第四　一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算市長提出議案第五十六号を議題と致し總務財政委員会に於ける審査の経過並びに結果の報告を求めます

○総務財政委員長（高良一君）

只今議題となりました議案第五六号那覇市歳入歳出追加予算について当委員会の審査の経過並びに結果を御報告申上げます　本案も一昨日の本会議に於いて貭疑続行の侭当委員会に付託されたものであり　当委員会は昨日午後二時委員全員出席の下に主管部課長の出席を求めその審査を行ったのであります　先ず当委員会に於ける貭疑の主なるものを申上げますと

　１歳入面に於ける追加予算額は市民税に於いて二十九万八千六百九円亊業税に於いて八十三万四千一円となっているがこれが増収となる理由を説明願いたい

　２歳入政府支出金四百八十九万二千六百十一円及び繰越金四百四十四万六千二百八十二円の追加について説明願いたい

以上の通りであります　これに対し主管部当局から夫々説明がなされたのでありますが　要するに本案はその内容を大約して申上げますと　一九五六年に於いて民政府補助金に依る工亊と起債及び琉球政府補助金に依るむつみ橋から前島町間の道路工亊の内　止むを得ない亊情から未執行になった家屋移転補償費と用地買収費を五七年度に繰越し　尚小禄高良小学校の用地買収費　沖配電社の株式追加払込みの予算措置でありましてもその財源として特別補助に依る工亊は民政府補金を充当し　尚むつみ橋から前島町間の道路工亊は五六年度に収納している琉球政府補助金を以つてこれに充て学校用地買収費と株式追加払込みは市税を以つて充てると云う訳であり　本案について問題となりますのは市税を以つて充当する校地買収費並びに株式追加払込額總計百十三万二千六百十円の財源捻出方法が市税を以つて充当すると云う所から　つまり第五十号議案那覇市税賦課徴収条例の一部改正から考えて不合理な点がある様に思料せらる訳であります　勿論之が改正に依る減額は四十五万七千五百九十一円になる訳でありますが法人税に於きましては法人たる会社決算期と予算編成時に於ける時期のズレから　予算に於いては均等割のみを計上し市民税中法人所得の実体について今回把握出来た分が七十五万六千二百円あり從って市民税に於いて差引二十九万八千六百九円の追加となる訳であります　尚更に亊業税も亦八十三万四千一円と増収となりますので之に依つて校地買収並びに株式追加払込みすると云うのでありまして結論と致しまして　当委員会に於きましては歳入歳出共に十分審査検討を致しました所何れも適切なる措置なるを認め本案は全会一致之を原案通り承認することに相成った次第であります　以上簡單に御報告申上げ各位の御賛同を得たいのであります

○議長（泉正重君）

只今の總務財政委員長の御報告に対して貭疑若しくは御意見がありましたら・・・・・・・

○宮城清三郎君

軍から補助になつております八千七百万円の工亊をやる為に　そしてこの未執行の分を更に行う為に銀行から金を借りると云う様になつておりますが　工亊をやる場合には軍の金が出ない前に一応銀行から金を先に借りてやるのですか　それとも軍のどこそこの工亊をやれと指定された現場に　仕亊に掛かる場合に銀行え工亊に使う金は先に出して貰うのか　それとも銀行から借りて工亊が終つてからその補助金が出て来るのか　其處ら辺の金の使い途がよく分りませんので説明して貰いたい

○建設部長（安次富長昌君）

御答え申上げます　補助金でございまして銀行から工亊の金は引出しておりますが　その手続方法は起債して銀行から引出すのと同じ手続きになつておりますが　併し何處迄も補助と云う亊でありまして借金にはならない訳であります　これは最初から引出す方法は起債を引出す様な同じ方法で引出しているそして補助金と云う約束がついて仕亊をやっておるのでありまして　これ迄起債の場合には銀行の承認を得ましたら一々手形で借りる場合であっても又は証書で借りる場合であっても一応は借りると云う形式を取っておりますが　然し今回の場合に限りそう云った形式は何も取っていないのであります

直ぐ支払いを銀行に依頼してそして銀行から金を取って支払いをしていると云う亊になっております

○宮城清三郎君

そうすると利子は全然ないのですか

○建設部長（安次富長昌君）

利子は全然ついておりません

○議長（泉正重君）

別に御貭議はございませんか

（「原案　賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

ではお諮り致します　日程第四市長提出議案第五十六号一九五七年度那覇市歳入歳出追加予算案は總務財政委員会で決定した通り原案を可決することに御異議ございませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます依って左様に決しました

――― ○ ―――

○議長（泉正重君）

次日程第五の二番十一番十二番十九番二十六番議員提出議案第四号颱風災害復旧費補助方の陳情についてを議題と致します





決議案第四号

颱風災害復旧費補助方の陳情について

標記の件について別紙案の通り琉球政府行政主席並に立法院議長宛陳情書を提出致したく議会の議決を得たいので提案する。

一九五六年九月十五日提出

二番議員　　　上間長和

十一番議員　　崎山喜達

十二番議員　　島袋嘉順

十九番議員　　儀武息睦

二十六番議員　照屋正徳





宛：琉球政府行政主席　琉球立法院議長

発：那覇市議会議長

題：颱風災害復旧費補助方の陳情について

本年九月七日、八日に亘り猛威をふるった大颱風エマは瞬間風速六九・九米以上最大風速四三・五米以上に及び沖縄本島においては、住家は勿論、公共建物、電気、通信、農作物、道路、護岸、その他等に甚大なる被害を蒙り、剰っさえ死傷者を出す等その被害は、殊の外大きかったのであります。軍民両政府においては、これが復旧対策に懸命の努力を払っておられる様でありまして、本議会は茲に深甚なる謝意を表する次第であります。吾が那覇市においては殊に排水施設の不完備に糅てて加えて颱風に伴う豪雨のため、市内がガーブ川沿一帶、蔡温橋上下方一帶　壺川区一帶、ペリー区一帶の低地帶は浸水甚だしく爲に家財道具の流失等相当の被害を蒙り特に首里、小禄地域においては突風による家屋の全半壊夥しく、尚農作物の被害、甚大なる実情でありまして、市としてもこれが緊急対策に腐心致しておりますが、公共施設のみの復旧にも事欠く市財政不如意の現状に鑑み一般被害者に対する復旧費については、軍民両政府の特別なる御援助を仰がねばならないと考えます。就きましては別紙添付被害調書を御検討の上、政府財政の許す範囲内において最大限度の補助金を交付方御取計下さる様、第十四回那覇市議会の議決により茲に陳情致します。

一九五六年九月　日

那覇市議会議長

泉正重





○議長（泉正重君）

発議者代表の提案趣旨説明を求めます

○上間長和君

甚だ僣越ではございますが提案者の一員と致しまして簡單に趣旨の説明を申上げます　台風エマの被害の状態につきましては既に全員御承知の亊と思いますのでその趣旨につきましては陳情文の通りであります　それから今後の対策方法と致しましては当局の方で大体台風被害の被害調査　それとその見積り額なんかは一応検討しなければならないと思いますが　その調書が今日中には出来上ると思いますので調書の検討は提案者と正副議長と交えて検討したいと思います　その為にこの被害高調査表と見積額等は提案者と正副議長に一任して頂きまして後でこれに基いて政府に出す立法院も今日で会期が終了だそうですから成可く速やかに可決して貰う様宜敷くお願い致します

○島袋嘉順君

議亊の進行についてでございますが実は只今五人の議員から提案されております今度の　台風エマの災害対策について決議案が出ておりますけれどもまだ資料作成が遲れておりますので　大切な被害見積りを出す別紙がついておらないこれは別紙を見なければ検討が出来ないと思いますので当局でも急いでおりますけれども　昨日は大分遲く迄残業しておりまして職員の御労苦に対しては感謝しますけれども未だ資料が出来ておりませんので一応会議を此處で閉じて貰って更に全体協議会なり　貭問もございますので午後の会議に移して頂きたいそして早目に資料の農業関係が出来ておらないので午後迄に早目に資料を作成して貰って　それに基いて提出して貰った方がいいんじゃないかと思いますが　議亊の進行について動議を提出致します

○議長（泉正重君）

先程二番議員の説明では添付すべき書類は出来上っていないので何れこれについては提出議員である二番十一番十二番十九番二十六番議員に　正副議長を加えて資料を検討すると云うことにして政府に提出して貰いたいと云うことでありましたが・・・・・・・

○島袋嘉順君

同じ提案者ではございますけれども二番議員の仰言ることは良く分るのです　然し被害の大体の概算がどの位であるかを一応は決議として本会議で決議することにしても　全体がそれ丈の認識を以って当らないと委員會に付託しようが一部の議員に付託しようが変らない　一応は大体の被害は各議員が分る様にやって貰いたい

○助役（嘉手納並水君）

家屋の全壊半壊それも一々トタン葺　瓦葺　芽葺と明細にやっております　それから浸水家屋も綿密に調査してその損害額から人員全部調査が出来ておりますが　農作物の被害と云う様なことがまだ出来ておりませんがこれは一寸午後迄にはどうかと思いまして心配しておりますが　出来れば二番議員のお話の様に後で提案者正副議長の御協議御承認を頂いてそしてそれによって陳情書を出して貰いたいと云う私の考えであります

○島袋嘉順君

私も申上げましょう　と云うのは被害調査が遲れたのは主管部がハッキリしないから遲れているのです　而も助役は午後迄には農業関係は集めれば資料は纒まると云っておられたがそれは纒りますよ　處が今議會が欲しいのはそれ丈の被害者の中から緊急に保護対策を取らなければならない世帶が或いは人員がどの位おるか分らない　この資料ではだから二番議員が話しておられるのは被害總額の中でどれ丈の人達を対象にして政府からの補助金をどれ丈要求しようかと云うことが問題だ　それを纒める為にはあと一週間かかる　所が今日迄に出来上っておる資料では絶対にそれが分らない　それはその資料を纒めて整理されている社会課が悪いと云うのじゃない　それは責任の所在を明らかにしなかった市の責任者が悪い　例えば具体的に申上げますとこの前の本會議ではそれの主管部は社会課と云っているその社会課にそれ丈の力があるか　配給物資を配給している職員が何名おるか　各課から出すにしてもそれは勿論職員が廻って調査は出来る訳です　然し問題は被害を調査すると同時にその中からどれ位の被害者を対象にしてこの人達には補助をやらなければならないか　どの位の補助をやって家を再建させなければならないかと云うのがこの前から論議されている　私もそう云う意味で今度の政府の予算にはどの位那覇市から金を呉れと云った要求が出来るつもりで資料の纒め方をお願いした　處がその問題がはつきりしなかった　社会課で調べておるのは被害調査ですそれから選り抜いて政府からの補助はどの位の被害状況に対してどの位の補助金を貰わなければならないかと云うことについては出来上っておらない　大体この位であろうということで少し大きく見積った案の様でありますが然しそれに対しても基礎がなければならない訳です

○助役（嘉手納並水君）

それを調査している訳です　要求するものについては　陳情書については議會で検討して貰わなければいけないのじゃないですか

○島袋嘉順君

資料がないから検討されないのでしょう今審議出来ますか　そうなりますとこれは一部の提出議員の五名の議員丈じゃ絶対責任は持てません

○新垣善太郎君

補助方の陳情でありますので早く議決して頂きまして　そういった資料につきましては関係委員會に付託する様にしたらどうかとと思います

○長嶺将真君

今の十二番議員の云われたのは具体的問題に対する我々の要求でありますが　然し今日で会期を終るという場合に於きまして其處迄は絶対不可能でありますので我々の要望　それからこれ丈の被害があるという大まかなものをもって我々議会として向うに要請した方がいいんじゃないかと思います

○島袋嘉順君

私は本会議を延長すると云う訳じゃないのです

○議長（泉正重君）

只今五番議員の案はこう云うことを考えていらっしゃるようです　本会期は今日で終るので五人の提案者に更に文教厚生労務委員会も一緒になって資料を御検討の上に政府に提出したら　こう云う案を出しております

○島袋嘉順君

皆様は聞いておらないから分りませんが　社会局の話を聞くと他の市町村からも被害状況が来ているがどの位の補助金を呉れということが来ておらない　だから政府も困っていると云うのです　だから今日迄に出来ません　他の議案もある様ですから全体協議会に諮り全体協議会でもいいそして一応纒めた資料は印刷にして貰わなければそれでもいい　それを中心にして検討してよし　これ位の被害状況だ　旧小禄旧首里では救済者がどの位おると云った亊が現在上げられている　それは五名でも宜敷ゆうございます　それを議会に当局にもお願いして貰って後で職員を派遣してそれ丈の被害状況の中からどれ位選抜いて来て總額にして幾ら　物資にして幾ら金額にして幾らということを政府に要求すべきではないか　政府でも何か新聞を見ると予備費の中の残りの百万円緊急に組まれた一千万円　もっと必要であればもつと組んでもいいと云う新聞発表もございますからもつとそう云うことをやつて貰いたい

○上間長和君

十二番議員の御意見趣旨は良く分っております　それで本員は直ちに中食にして頂きまして当局の方でも中食時間を延長して資料を大まかに纒めて貰って大体の見当をつけてこれからも相当来ると思うので　見積り高を調査して或る程度の目途を付けて議員が乗り込んで頂ければ済むのじやないかと思います

○議長（泉正重君）

それでは中食のため休憩致します　午後一時再開致します

（午後十二時五分　休憩）

――― ○ ―――

（午後一時十五分　再開）

○議長（泉正重君）

会議を再開致します　日程第五の台風災害復旧費補助方の陳情について即ち二番十一番十二番十九番二十六番議員提出による決議案第四号提案理由の御説明がありましたので　大凡これによつて御了承のことと思います　添付すべき資料については後刻全員協議会にお諮りすると云う亊と並びに陳情書の文案及び誤字の修正等總て提案者である五名の議員及び正副議長に御一任下さいましてこれを可決致したいと思うのでありますが如何でございますか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○宮里敏慶君

今の陳情書に関連致しますがペリー小禄間の河川は当局も議員の方にも現地を視察してよく御承知のことと思いますが　あれは軍工亊の為にああいう風になつているのですから之は軍に対する復元補償を出して　軍から損害賠償をして貰う訳に行きませんか　当局にお訊ね致しますその請求の意思があるかどうか

○助役（嘉手納並水君）

その点は良く検討致しまして軍に折衝する積りであります

○島袋嘉順君

地元ではどう云う風に考えておりますか

○宮里敏慶君

地元では議会と当局が視察したでしょう　もう今日にも明日にも早急に出来る様な考え方をしておりますが　これは那覇市丈やつても又公有水面の處が大分あの通り土砂が詰つておるから那覇市丈では絶体に出来ないと思う　だから一日も早く軍に復元補償の請求をすることが一番早いと思うのです　助役さんはやる積りと仰言っておりますが　やるとハッキリして下さい積りでは不安ですから必ず近い中に折衝する・・・・・・・・・・・

○高良清二君

本件については先程議長の説明がありました通り決議を致しまして　その資料の作成については先程の発議者である五名と正副議長の七名にお願いします　そのお願いした資料の数字的あれは今決議すると同時にその侭一任すると云うことで運びたいと思います　議亊進行して頂きたいと思います

○議長（泉正重君）

資料をどう取扱うかについては後刻協議会を開いてやろうと思います　陳情書その物の取扱方については五名の提案者と正副議長でやる

○渡口麗秀君

今高良さんが仰言っておられた様に一応代表者の七名が決りましたね　更に文教厚生の委員会の方々とも協議して頂いて全部入れる必要はないのですか

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

文教厚生委員も御参加願って十分検討すると云う亊で・・・・この通り提出すると云うことに可決して御異議ありませんか

○島袋嘉順君

それはそれで宜敷ゆうございますが　先程六番議員から提案されました小禄、ペリー間の氾濫地帶に対しては助役からは軍に当る積りであると云う様な御答弁でありましたが　それにつきましても交渉をする前に出来る丈当局の方でどう云う方法で当るか具体案迄作つて貰いたい　あの辺の被害地域の実情を調査して頂いてその時迄にはどう云う風に当るかと云う案を纒めて頂いて　そして本会議の委任によりまして文教厚生委員会と提案者の五名正副議長の合同会議で当局と一緒になつて軍に当られると云う方向を　今日の本会議ででも決めて貰えばこれは前の本会議でもこの被害の状況と更に特別に小禄、ペリー地区に対しては陳情書迄書く亊になつておつたが　これが出来上つていないのです　個人では出来ているが市では出来ておりませんのでそう云う点も含めて決議をして頂きたいと思います

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今の十二番議員の提案通り軍工亊によつて氾濫していると云うことは御調査の上分りましたが　この件も併せて先程の復旧費の補助方陳情と一緒にして取扱うそこで本決議案の處理については提案者に文教厚生労務委員それに正副議長を交える合同協議会に一任することに可決致して御異議ありませんね

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

――― ○ ―――

○高良清二君

本日の議亊日程は終えたのでありますが　市政に関して緊急貭問致したい亊項がありますので「市政に対する緊急貭問」を本日の議亊日程に追加せられん亊を望みます

（「賛成」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

只今二十五番議員（高良清二君）から「市政に関する緊急貭問」を本日の議亊日程に追加方動議の提出があり所定の賛成があつて動議は成立致しております

お諮り致します只今の動議の通り日程を追加することに御異議ありませんか

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御異議ないと認めます　依って左様に決しました

○議長（泉正重君）

只今追加されました日程第六市政に関する緊急貭問を議題と致します

○高良清二君

私がこれから貭問申上げんとするのは都市計画の地域指定の問題の再検討を要するのじやないかと云うのが趣旨であります　と申上げますのは去年の何月か月は忘れましたが都市計画の草案が出来まして議会に諮問されそれに関する協議会を持たれたのであります　その時に概畧においては説明を聽取し納得しておりますが細部に亘る本当の線の引き方それから地域の現状に即応しない状況であり　豫而主席の地域決定に対して那覇市民が困つている実情が数々ある訳であります

例えば先程七番議員からの話も出ておりましたが試験場通り附近が住居地域になつている関係で工場を作りたい　製材所を作りたいと云う場合に住居地域の関係で非常に困難を来しているとか　或いはもう一つの例が桜坂辺りが現に商業的の形態にあり乍ら住居地域に指定されているが故に増改築をするのに困つている実情が多々あるのであります　真和志の安里三叉路から崇元寺に通ずる線ああいうのも真和志の議会としても重要視している実情であります　その他に美栄橋地区あたりからも地域変更の陳情があつたりそう云う関係で那覇市の議会としてもそれの再検討を要すべきであると云う所の意思表示を持つて頂きたい　と申上げますのは近い中に都市計画審議会が開かれるやに漏れ聞いておりますがその時に都市計画審議委員であります当市会の五名の各位が　その方向を知らないで議会の意思を纒めなくてその侭出て行った場合にはどう云う風な方向に進んで行くか戸惑う筈でありますから再検討を早急にやつて貰いたい

その場合に当局丈と云うことも無理かも知れませんが再び議会の協議会をもつてやるか　或いはその各資料によつて再検討するか　方法は別に取つて頂いていいと思いますが要するにこれから開発される所の空地に対しては計画的に行けるかも知れないが　既存の地域に対してはそれに沿う様な線に持つて行つて市民の納得が行く様な線に決めて貰いたいこう希望するのであります　これを早急にして頂きたいと思います　何れやるのじやなくして現実に困っているのが相当ありますので強く要望しておきたいと思います

○議長（泉正重君）

二十五番議員の御提案は現在商業地域及び住宅地域を眺めた場合に色々住宅地域に指定された為に隘路が多い　近く審議会を持たれると云う今日我々那覇市議会としても一応この地域を現状に即した様に制定して貰いたいと云う様な基本線を持とうじやないか　その方法と致しましては皆さんにお諮りしたいと思いますが　その方法はやはり建設委員会にこれをお願い致しまして当局と検討した上で一つの案を作つて頂くそれが出来ました場合　全員協議会に諮り然る後に市議会の方へその案を提出するという運び方を致したいと思いますが如何でせう

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（泉正重君）

御賛成の様であります　依って左様に取計います

○島袋嘉順君

私がこれから提案したいと思いますのも二十五番議員と一緒に全体協議会なり都計審議会辺りで審議して頂きたいと思います　それは軍財政部長のバロンさんから那覇市に対して那覇市の都市計画実施に関し必要な金額も含めて資料を提出しろというので市では今作っている様でありますが　どれ丈軍が補助するかどうか分りませんが　一応軍の予算とも関連があると云うので資料を提出しろということになつている様でありますが　那覇市の都市計画に対して前々から議会でも年次計画を建て例えば起債するにせよ　補助金を取るにしろ　軍に要請するにしろ　具体的な計画が必要じやないか　それが分らない為に色々な問題が起つておりますので是非そういう計画を建て貰いたいということが言われておつたが幸い軍からの要求によつて　今日迄に資料を纒めておられる様であるがそれは只軍に対してでなくて議会にも諮られると思う　年次計画でありますがその計画も出来ておりましたら二十五番議員の提案に合せて全体協議なり　或いは都計審議委員会或いは建設委員会にも諮つて貰つて次の本会議でも　もつと市会辺りも都市計画の進行に対して協力出来る様な態勢を取らして貰いたいと思う　その資料は都計課で纒めていると思うから私は具体的な物は知りませんけれどもそういう話しが聞こえますのでその点要望しておきます　何故こういう貭問を申上げるかというと議会として都市計画に対して関心を持つているということもあるが　前に八千七百万円の補助に対して審議権を奪われている形になっている　市長個人の駈引で處理されていることは市長の答弁でハッキリしております　今後こういう亊のない様に氣を付けるという亊が出ておりますので今度の場合にも工亊を進めるのに必要でありますが　議会の審議権迄無視された様なおかしな条件を付けられたのじや補助の意味がないと思いますので当然議会の那覇市としての権利として要求するのだという立場から　議会全体でこれを審議する必要があると思う訳であります　再びああ云った様な市長の個人的な駈引が行われたり議会の審議権を剥奪されると云う自主性を無視されることのない様に願います

○建設部長（安次富長昌君）

お答え致します　十三番議員の御貭問御意見がありましたが　この問題は五八年度において何とかしてアメリカ政府の方から那覇市の亊業に対して補助を貰いたいといつた様な考え方から　こう云った仕亊をする為にはこれ丈の金が要りますからと云う單なる資料であります　市が作りましたのは当局で以って予算の裏付なんかと云う亊をやって議会を無視して出した案というのではないのであります　何處迄もこれ丈の金を下さればそれ丈の仕亊をやりますからと云つた様な資料でありまして　今年の八千七百万円貰いましたのは時期が遲くなつておりますので出来る丈今からそう云った資料を出しておけば五八年度には貰えると云った様な見解を持つて作つて出した訳であります　別に議会を無視したと云う意味では毛頭ないのであります

○島袋嘉順君

当局で準備を進めていると云うことが議会無視という意味じやない　若しそう云った補助金申請があるならば市会からも要請しなければならないと思う　そう云つた意味で議会を無視していると云う意味じやなくして前にもありましたけれども　今度もこう云う亊をして貰つては困る訳であります　現在市の案があるとするならば市の亊業計画の遂行に差支えない限り出して貰いたい

委員会にも諮つて貰つてなるべく那覇市の都市計画を順調に進めて頂きたいと云う意味です

○建設部長（安次富長昌君）

これは本当の處を申し上げますというとＵＳＣＡＲの財政経済部長なんかと一日遊んだ訳であります　その際に示唆を受けまして向うからこう云つたのが効果的だよという示唆を受けて　然も自分は九月の初めにアメリカに行くから早く資料を出した方がいいんではないかといつた個人的な勧告があつた為に急いで作つた訳であります　以上の通りでありますので御諒承願います

○仲井真元楷君

聞く所によりますと云うと旧首里市時代に首里の市役所に親子ラジオの設備を軍の方から貰つたか貸与されたか分りませんが現在もある相でありますが　その親子ラジオは一体何處の物であるか　又どういう条件であそこに設置されておるのであるか一寸当局にその点をお訊ね致したいと思います

○社会部長（上地安昭君）

お答え致します　現在首里にあります親子ラジオは丁度私が向うにおります時に設置したのであります　これは沖縄に最初の親子ラジオを設置したいそれについて先ず一番首里の方へやつて見ようと云う亊で、言わば試験的な施設であります　市と致しましても是非一つ首里にやつて貰いたいと云う亊を陳情致しまして首里の方に差当りテストとしてやろうと云うことで首里に設置することになりましたが　その器材は結局軍から借りていると云う亊になつております　親子ラジオ受信機それから各戸に配置したスピーカーそういつた物を軍から借りましてこれを工務交通局の亊務課から係の職員が来て設置したものであります　もつとも電柱とか彼是につきましては聽取する人の負担によりてやつたと云うことになつておりまして料金もその当時五十円以上は出来ないと云う處で現在も五十円取つております

そう云う風にしてその料金は全部運営費に充てている　その当時そういう風にやつておりましたが現在でもそうじやないかと思います

○仲井真元楷君

試験的に軍から借りて設置していると云つた様に私は解釈致しますが　そう致しますとあれを現在扱つて尚放送とそれから集金をするというのは市役所の吏員がやつているのでございますか　それとも市役所吏員の外の人がやつているのでございますか

○社会部長（上地安昭君）

機械を動かしたり彼是それから故障を直したりこう云つたものは全部向うの五十円の経費の中からやつておりまして　その他は集金彼是もこう云つた人を廻してやる様にしておりましたが　現在はどうなつておるか聞いておりません

○仲井真元楷君

結局五十円の聽収料を徴収して市とは全然関係がないと云うことでございますか　市の吏員はそれをやつていないと云う訳ですか　アルバイトもやつていないと云うのですか

○社会部長（上地安昭君）

私の頃は手当を出して面倒を見せておりました

○仲井真元楷君

現在は首里が那覇に合併になつたので那覇市が借りておると云うことでございますか

○社会部長（上地安昭君）

事務引継はやつております

○仲井真元楷君

今日那覇市が借りているとすればその主管課はどちらですか

○社会部長（上地安昭君）

現在の處はこう云った面がはっきりしておりません

○仲井真元楷君

それはおかしいと思います　今貴方が仰言った亊はおかしいことはありませんか

○社会部長（上地安昭君）

あれは別途にやる・・・・・・

○仲井真元楷君

主管課は現在ないのですか

○社会部長（上地安昭君）

現在は私は主管ではありません　從来私の設置した状況を申上げた訳であります

○仲井真元楷君

主管課長をお願いします

○助役（嘉手納並水君）

迂闊であります　お詫びします　私も今が初耳であります

（「財産目録にありますか」と呼ぶ者あり）

それは良く記憶に残っておりませんが　良く調べまして然るべく取計いたいと思っております

○仲井真元楷君

どうもそう云ったことが迂闊に取扱われて然も現在五十円取っているか百円とっているか　それを誰が確保しているか　市が引継いで軍から借りているならば保護もしなければならんだろうし　殊に親子ラジオといったものが最庶民的なラジオの施設でありますので　そう云う亊であり乍ら分らなかったと云う亊は何を申上げていいか分らない大変な話であると思いますが　万が一左様な亊はないと思いますが市の吏員がこれの放送をやりこれの集金をやって　その経理が分らないといったならばこれは一体どう処置されるかと云った様な亊も良く考えられて十分調整して貰いたいと思いますが　それに関連致しまして議会の度に私案をつけておりますが支所長が全然顔を見せない　これは一体どう云う訳であるか　病氣で出勤出来ないというならば出勤出来る様に態勢を整えるべきではないか　それと合せて職制が変って行ったそれに対して市はあれから――七月二十日附でございますから――殆ど三ヶ月に重々としておりますが　その間庁内の異動刷新と云うことに対してはどう云った様な亊をやったか　それから兩支所長に対しては部長級に格上げした筈であるがその処置はどうなっているか　と云うことをお聞かせ願いたいと思います

○助役（嘉手納並水君）

支所長の問題でありますが　これは兎に角その人の色々な私生活の方面もありまして　一寸退いて貰うのに忍びない處もありますが　一応は本人から自発的に何とか休職か何か願い出て貰いたいと云うことは話したこともあります然しその後ちょいちょい支所に出勤しておると云うことを聞きましてそう強硬な処置にも出られん様な次第であります　それから支所長の格上げと云った様な事もありますが　これはあの時の方針通りやっておりましてその取扱を今もやっております　只問題はその仕亊の面でありますがこれは本庁で是非やらなければならんというものは全部本庁に移すと云う方針でやっております　別段それによって格下げと云う亊にはならないだろうと思います

○仲井真元楷君

何か私が貭議を致しましたことが首里支所長をやめさせよといったように取られているので大変困っている私はそういう意味ではない　怨まれますよ　支所長が何故出ないか、それに対して市長がどういう處置を取って移動させるかということを考えてる　私のは抽象論であって具体論ではない　それをそういうふうに取られては大変困ります　それから今先御貭問申上げましたことは人亊の異動はどういう風になりましたかその二ヶ月の間何かありましたか　なかったということの御答弁をお願いしている訳です

○総務部長（幸喜克彰君）

三番議員（仲井真元楷君）に対して私から補足を申上げます去った議会に給與条例が改正になりまして直ちに表によって全職員に対して別表によって當嵌めていった仕亊が一つ終ったのであります更に市の方針と致しましては出来得る限り人材を登用する意味において試験制を取っておりますが今迄に数回試験を行った結果採用される見通しのついた者はすべて登録を受けておるのでございますがその試験に合格した者から登用された者も相当おりますがその数については調べてみないとはっきりその数字は分りませんがその合格した人を引上げてやったということが相当ございます更に今度極最近になりまして適材を適所に移動したというのがございます更に又この職制が変りまして或は書記長から主亊に変った或は從来の書記長であった者が主亊補になったといった総て前の条例に当嵌めて軌道に乗せつつありますがなお今後の十二月迄には相当検討を加えまして或程度の移動を予想しておりますので今迄の分はそういったような處置を取っている訳でございます

○仲井真元楷君

市長にお尋ね致します後任期が十四ヶ月しかございませんがその内にラストヘビーをかけて庁内人亊の刷新に対して有終の美を発揮するといったような意味で課長級以上の課長、部長の適材適所への移動と申しますかそういった交流は考えておられませんかお伺い致します

○助役（嘉手納並水君）

今市長がおりませんので私の考えを申上げますと課長級の交流はやりたいと思っております今案を練っております　それから部長級につきましては今の處各適材適所だと私はこう考えております然しこれは市長がお帰りになって市長の意見に伺ってからでないとどうと言うことは言えません課長級でも適材適所で交流をやる積りである　然し又市長と具体的に人の問題については話合っておりませんがこれは必ずやる積りでおります

○仲井真元楷君

先の議会に於ける記録を見ましたら私が二度例の屎尿汲取の区域制の問題につきまして貭問をした記録が残っておりますが私があの当時要望致したことは区域制は結構なことではあるが時期尚早だと思うから十分研究の上に実施して貰いたい　それに対して委員会の方でもそういったような区域制は慎重にやるべきであるといったようなことが打出されたと覚えておりますがそういった情勢や要望であるに拘らず急遽として九月一日を期し区域制を実施したということに対する当局の考え方　それからそれを実施して後業者はどういう状態になっているか　この二点明細にお答え願います

○助役（嘉手納並水君）

この問題の焦点は要するに今迄やっておった業者のトラブルを起させんようにというのが目標だと考えておりますが　その点について業者を集めまして色々協議いたしました結果円満に解決しております

○仲井真元楷君

今のお話では円滿に解決されておるということで甚だ結構なことだと思います處があの時の記録ではどちらの業者も失業して泣かさないようにという言葉で表現しておりますが実情におきましては馬車業者の方で六台の失業者が出ておりますそれから無免許の業者と入り込んで来ております　現在絶対に円滿に解決している状態とは認められませんがこういった区域制になりましたら或る期間色々なトラブルがあるかも知れませんが然しこのトラブルが市民に直接影響がなければいいんだが一日休んでも困りますので　こういったトラブルが早急に解決されるようにそしてどちらの業者にも全合理的に納得が行くように今円滿に解決されているというけれども　されていないので解決しておるというならば亊実を申上げますが　そういうことはやらんでもこのトラブルは必ず失業者も出さないで議会で議決になったように生活権を保護するような建前でやって頂きたいと思いますが　あと一、二ヶ月が恐らくこの問題はヤマだと考えておりますが成可く長い時間をかけないようにしてどちらの生活権も擁護するようにという決議になっておりますので　その線に沿うて当局では十分積極的に努力をして解決して貰いますように強く要望致します

○島袋嘉順君

三点程貭問申上げますその一点は現在立法院で市町村税法の固定資産税の一部改正に関する立法案が出ております　これは立法院の宮城寛雄議員から案が出されまして審議されておりますけれども　これは結論を得ずに休会中継続審議にして次の議会で結論を出すことになっております　この固定資産税の一部改正につきましては私個人としましてはその議案も貰って来ておりますけれども　この点につきましては少くとも市町村税法の改正という問題に関して立法院で取扱うならばこれは矢張り那覇市を始め六十四ヶ市町村の全体の問題になると思います誰しも市町村税法の特に固定資産税の改正については望んでいるがどういった点が改正点になっておるか更に市町村ではこの一部改正に対してどういった意見を持っておるかということについては当然市町村議会の意見を聽かなければいけないと思っておりますそれにつきまして今日で会期を終りますけれども各議員においてはお持ちにならないかも知れませんが　これは非常に重要な問題を含んでおりますが出来れば今日の会議で税務課長ないし財政部長のそれに対する意見がございましたら述べて頂いて只今の私が申上げました点に関しましては市会閉会中にでも総務財政委員会乃至税制審議委員会で審査検討して貰い　この市町村税法の一部改正に関する立法案に対し那覇市会の乃至那覇市の要望意見として出して頂きたいと思います　具体案を纒めて頂きたいと思いますので緊急に貭問致した訳でこの問題を是非取上げて頂きたいということが一点次は軍用地問題についてでありますがこれは相当重大な段階に来ている處が大まかに掴んで見ると沖縄の爲政者間の考え方、これは行政府立法院更に市町村会總ゆる政府機関と一般大衆との間に相当に考え方の開きがあるようである　この一部爲政者の軍用地問題に対する行動につきましても相当批判が高まり現に昨日今日の本会議を見ても傍聽者が溢れておるという点から見ても相当大きな問題になっている　それに関して既に那覇市では去る七月でございましたが既に各市町村と同様に那覇市土地を守る会が結成されている副会長である議長並びに助役も参加しておられますこれに関して去る八月二十七日沖縄市町村長会議長会の合同会議に於きまして去る八月二十日縣民大会で選出されました縣民代表の兼次瀬長両氏に対してこの二人は縣民代表でないという声明を軍から押し付けられて決議をしておるその会議に那覇市から誰々出席したか　那覇市の代表はどういった態度をとったか説明して貰いたい　次に既に本会議で決議されたことではありまするが市場小賣人から出た陳情に対して今度の本会議において決議したことでございますがこれは問題が起ったのは先の議会で議決された陳情を当局が励行出来なかったために悶着が起りまして今度の会議でも扱っておりますが　その点に関して既にこの前の本会議でも陳情書は採択になりまして前の議会の議決と当局が執行するということになっておるのであります市場の話を聽くと市場管理亊務所の責任者が議会で議決しようがどうしようが議会とは別問題だ我々は勝手にやればいいんだということを言っているようであるがこれが亊実とすれば議会の議決が何も権威がない議会は議決すれば当局は当局の勝手にやればいいということになるようであるが議決に対しては当局は何らの意見を述べておらない述べられない侭に議決したことを色々の亊情が出来てこれを執行出来ないと言っているようであるがそこに考え方の食い違いがあるその点に対して市責任者の意見を聽きたい以上三点を貭問申上げます

○税務課長（城田清才君）

固定資産税の件について御説明申上げます　この法案は先程の話がありましたように議員発議で提案になっております從いましてこれにつきましては行政課に聽きました處政府自体も全然タッチしない要するに議員個人の発議によってなされているそうであります從いましてこれは那覇市の立場から勿論私はあの案というものが時宜に適した案でないということは私は行政課にも述べてありますが又立法院亊務局長乃至は係の職員に対しても再検討して貰いたいということを口頭で要求してあります尚これは現行法に比べました場合に勿論現行法に於きましては償却の資産特に電気船舶こういった基礎産業に対しまして特に考慮された法であります處が現行法においてはこれは全然考慮されておりませんが新しく発議された案によって考慮されるということになる訳ですが考慮の仕方に於いて疑問があるということは日本に於ては例えば償却資産の評価につきまして特に新設の場合ということが一つの条件になっております　それからもう一つ段階を分けて評価の基準を定めてあります即ち最初の五ヶ年間は評価額の三分の一でもって押えるそれから次の五ヶ年は三分の二で押えるという風に段階を設けられてありますが　現在提案されております處の案によりますというと先ず三分の一で評価するという風に押えております　尚日本に於ける處の亊情というものは例えば電気の場合も日本の場合と沖縄に於ける處の亊情は大分違いますそれから船舶の場合も例えば日本の場合は遠洋航海の場合の船舶に限って考慮されまして近海の船には全然考慮しないようになっております處が沖縄は一緒くたに船舶は同じように取扱うということになっておりますので必要以上に市町村の財源を圧迫するという虞れがありますのでこういった点も私は行政課長乃至は立法院の内政委員会の方に説明はしてございます更に興行税も案が出ておりますが　これに対しても一応沖縄の状態から見ました場合所謂標準税率を一回につき百円に致しまして制限税率を二百円に区切ってありますがこれも沖縄の状况からした場合には拙いと思う然し勿論案が拙いというのはもともとこの興行税の賦課の仕方について問題があるのでありまして本当に税の姿からした場合に興行に対してはああいう賦課の仕方じゃ拙いのじゃないかということは税制審議委員会においても尚行政課に対しても立法院に対しても口頭で説明をしてある訳です　大体十二番議員からお話がありました處の現在立法院に提案されております法案について現在の状况を御説明申上げた訳であります

○議長（泉正重君）

市長村長会、議長会において先に縣民代表として派遣された二氏に対して議決のあった時には会合には　那覇市は正副議長とも出席しておりません　それで内容を知っている訳じゃないのですが私が聞いているのと十二番議員と食い違いがあると思うのですが市町村長会、議長会に於ては先に派遣された二人は市町村長会議長会の代表にあらずとして議決されたということですが当時の会議には正副議長とも出席致しておりません

○総務部長（幸喜克彰君）

十二番議員にお答え致します市町村長会同議長会において去った土地協の主催の住民大会によって瀬長、兼次両氏が派遣されたことに対しては所謂住民代表でない或は市町村長会同議長会の代表としての派遣ではないので　これに対する声明を出すがどうかという問題について誰が出席したかどういう態度を取ったかという御貭問でございますがこの問題についてはちょうど八月十八日だったと思いますが　南部市町村長会がございましたが生憎市長が多忙のために私が代って出席したのでありますが　その席上でもこの問題が出まして近く市町村長会同議長会の総会があるのでこの問題が取上げられるので南部市町村長会としてはどういう態度で臨めばいいかという打合せがあったのでございます大体南部市町村長の会合での大体の模様を申上げますというと所謂市町村長会同議長会の代表でないという声明を出すこともこれは一つの考え方によってはこの土地問題を解決する一つの方法であってこれに対しては慎重に考えなければならん問題であって先ずこの声明を発表することによってどういう影響を及ぼすかというようなことについて検討致しました處相手がアメリカである以上相手の機徴に突込み或は相手の考えが奈辺にあるかということを十分相手方の所謂心理をキャッチすることも所謂外交上は必要であろうだからこの際はこういったような意味も考えた場合には矢張り声明を出した方が有利に展開するのじゃないか或は糸を弱める場合は弱めておいて引く場合は引くというた態勢がいいんじゃないか而も尚その上に若し軍の方から所謂地主に対して不利になるような条件を持出した時にはお互は結束してこれを蹴るというようなことにならなければならないのじゃないか飽く迄もこれは軍用地の地主に懸っていることであって我々がこういったような決議をすることも結局はこの土地問題を解決する一つの良い方法だと考える最後になって若し押し付けるようなことがあればその時に始めて我々はこれを蹴るという肚でもって臨むのがいいんじゃないかそれで次の総会の時には声明を出すということに賛成しようという打合せが纒った訳でございますそこでちょうどこれは八月二十八日でございますがその間に市町村長会同議長会の総会がございましたがこれは日にちの色々の食い違いで那覇市から出席しておりませんが今度の声明を出す出さんの問題だったようでございますが丁度その時には所謂はっきりすることが出来ずに持越して八月二十八日でございました　その時にも私が出席致しましたがその時の模様を大体申上げますというと確か大宜味村長だったと思いますがその人は声明を出すことには反対であるということでございましたがその理由としては瀬長氏と兼次氏の代表は住民の代表であるということには間違いないということは市町村長会同議長会も認めていることである更に市町村長会同議長会の代表でないということもはっきりしている然し乍ら今更周知の亊実であるに拘らず代表でないという所謂市町村長会同議長会の代表ではないという声明を今更出すということはおかしいじゃないか日本に於ては今二人の方が一生懸命にやっておられるに拘らずここでこういう決議をした場合は所謂水を差すことになるのじゃないかというような意味から反対のようでございましたが更にこれが若し採択を取るならば無記名投票にして貰いたい更に又新聞に発表する場合は賛成の市町村或は同議長会の連署でなしに所謂責任者丈の名前を連ねて発表して貰いたいという要求があったので御座いますが尚その後真和志市長が発言を求めまして同市長は今回の處は所謂不問に付して貰いたい　その理由としては翁長市長のおっしゃることは自分の友人で文化人であるがその人から最近手紙が来た　この手紙によるというと瀬長氏兼次氏の二人は実に困った人を派遣して呉れたものだ　外務省その他自民党にとっては大きなマイナスになっている然し一般大衆に呼び掛けて沖縄の土地問題を所謂喚起したということは又プラスになっているだから自分は先に四代表として日本に派遣されたのであるがその一員として自分としては一生懸命にやっている　この二人に対して今更声明を出すということはどうも腑に落ちないだから今回の處は不問に付して貰いたいというような要求がありましたが今度は屋我地村長だったと思いますがその方が意見を述べておられましたがこの問題はずっと前から引續いて審議されている問題であって既に論議し尽されている最早論議の余地はないのじゃない　だから成可く早く採決して貰いたいという要求があって大多数でもって投票で決まるということになったのでありますがその投票の総数が全部で六十四票ありましたがその中から五十三票が声明を出すことに賛成五票が不賛成六票が白票ということになって声明を出すことに決定した訳でございますが　この声明は飽く迄も縣民の代表でないという声明ではなしに市町村長会同議長会の代表ではないという声明のようでありました以上その当時の模様をお知らせしておきます

――― ○ ―――

○財政課長（比嘉良男君）

公設市場の問題について御報告傍々お答え致します御承知の通りこの問題は一年有余も揉續けた問題でありましたが結局議会の意思を十分尊重すると意味におきまして口頭でも数回　それから書面でも議会の意思通り撤去して貰いたいということを再三通告した訳であります併し乍らその後現在米屋としては撤去することは出来ないという風に主張しておりまして　そうなった場合我々としては一應代執行ということを十分研究し尽して来た積りでおりますが代執行法に該当致しませんので現在としてはその侭になっている次第であります併し乍ら尚この前の委員会におきまして成可く当局の方が中に入って何とかこれは妥協の道はないものかどうかという話もありましたので私先ず米屋の方に対し議会でもそういう風になっているが併しあなた方も何時迄もこういう爭いを續けるということもどうかと思うので吾々は米屋さん側に何とかいい方法と円滿に妥協し合って商賣を続けて行くいい方法はないかということを聽きました處向うとしても　この際縁側がありますが、その真中を切り取ってその間に座って貰えば塩屋の方としても自分の位置がそこであるということがはっきり分りますので私どもとしてはそういった方法はどうであるかということを考えております　結局一應それならばいいということで承諾しておる訳であります併し又塩屋の方としては絶対それでもできないというようなことになっておりますが米屋としては一応撤去ということじゃなくして縁側の一部を切り取ってそこに座って貰うということを承諾しておりますが塩屋が承諾しておりませんので現在こういったような状態になっておりますが我々としてはできますならばそういった行政権とか代執行という方法じゃなしに何とか今後妥協して円滿埋に商賣が出来れば非常に結構だと思いましてその後一年に亘り色々折衝をし又話合いもしたのでありますが現在の處遺憾乍らそういった状態になっておりましてこれを裁判の問題とかどうとかいうような問題になりますと小さい縁側のことでそういったこともどうかと思いますのでできますならば今後とも尚　その点についてはトラブルが起らんように何とかやって行きたいと思いますが現在当局として取りました経過について一應御報告申上げます

○宮里敏慶君

昨日立法院で市町村合併促進法が可決されておりますが真和志市と那覇市との合併問題につきましては両市民相当関心を持っておりますそれで当局は真和志市当局とその合併問題につき今年になってから成可く最近の折衝したことがあればその結果を発表して貰いたいと思います　それからこの前の立法院議会で那覇市から旧小禄から赤嶺慎英旧首里から久高友敏両議員が呼ばれて合併に対する意見を聽かれておりますが　これは議会代表でないから発表する義務はないと思っておりますが私も合併委員の一人として他の議員の方々もこの合併について色々ききたいことも澤山あると思いますがここに発表できましたら赤嶺及び久高さんに発表して頂きたい

○辺野喜英興君

只今六番議員宮里敏慶君からお訊ねの合併問題についてでありますが私も日にちは忘れましたがその時に赤嶺議員、久高議員と一緒に参考人として立法院に呼ばれたのでありますがその時には真和志市側も矢張り来ておりまして立法院としては主に旧小禄　旧首里に対して合併前と合併後どういう違いがあるか具体的にどこそこがよくなった　合併してどこそこが悪くなったという点はないかという風に両氏に対して聽かれたのであります　その時に夫々旧小禄側から赤嶺議員旧首里から久高議員がお答えしたのでありますがその内容については翌日の新聞報導の通りでありまして別にどうだと大して新らしい話合いはなかったのでありますそれで私に対しては那覇市として合併は賛成であるかということを尋ねられたのでありますが遺憾乍らその後議会としての返亊はできない　ただ議員として再選になって一回特別委員会を持った　それでその特別委員会の皆んなの意向としてはこれは合併促進法案が行政府で立案されているそうして近く立法院に送付して向うで検討して貰うということになっているからその法案が成立し次第特別委員会を活溌にしそして合併を促進させようという方向で我々は考えており特別委員会の意向はこうであるが議会の態度については遺憾乍らここで答弁することはできないという風に答えたのであります。その後真和志市側は大多数確か向う側の特別委員の方々だと思っておりますが参考人として呼ばれている者以外に七、八人傍聽に参っておったのでありますか其所の帰り我々那覇市側の三名誘われ晝食を取り乍ら話しをしたのでありますが別段其所でも取立てて申上げることはないのであります委員長と致しましては早速その当時の御両人に対してもこの議会が済んだら一應特別委員会を開催して行きたいとこう考えておりますが幸いに　この法案も昨日確か立法院を通過したと思うのでありますが一應特別委員会を開催してこの立法を検討し乍ら善處致したいとこう考えております

○助役（嘉手納並水君）

合併問題にいては市としては正式方針は決定しておりません

○宮里敏慶君

そうすると那覇市としてはこの合併につきましてはやりたいのか時期尚早で触れたくないのですがそこをお伺い致します

○助役（嘉手納並水君）

それは都市合併研究特別委員会の意見がありましたとその方も十分勘案の上善處したいと思います

○島袋嘉順君

市町村税法の一部改正は課長も疑問を持っておられるようでありますので市会としてもこれに触れておりませんから出来る丈今日の本会議で議決して頂いて閉会中に税制審議特別委員会に付託して頂いて是非立法院で審議されている固定資産税の改正―個人発議にあるにせよ決議されれば政府も問題が出ると思いますがそれで閉会中にこれを取扱はして頂きたい今日の本会議を終る前に討議して一應お諮りしたいと思います　それから軍用地の問題でございますが　これも関連しますので申上げておきます　それは総務部長が話しておりました通り南部市町村長会においても八月十八日に会合して調査によりますると八月二十八日の市町村長会並びに議長会の会合では真和志市長　同議長　東風平村長　議長　豊見城村長　同議長　こういう方々は市町村長に対してこの三ヶ村は今度の瀬長、兼次の両氏の代表の問題に関して声明を発表することを拒否しております　そういう態度を取っておりますだからこれは考えてみますと東風平村の場合はこの南部市町村長会合のあと八月二十八日の会合に出席する前に村会を開き討議して貰うてから村の態度村会の態度を表明しておるようであります　那覇市としても八月十八日の南部市町村長会でそういう会合があったからそういう投票をやったというお話でありましたが他の市町村がやるならやるでというのではなしにこつちはこつちとしての態度があると思う真和志市でも全体協議会が開かれている何故那覇市はそういう手段を取らなかったか部長の話では声明を出すことが土地問題解決のために良い方法であると考えておるということであるがそれは具体的に土地を守る会を見れば分る会の役員が誰であるかどうかも分らない　そして一回でもそれが招集されたことがあるかどうか只学校の生徒を通じて門札みたいに札を貼らしてそれでは土地が守れるはずがない土地問題は重要な段階に来ておるのに未だ一度も会合が開かれていない具体的な対策がない市長は一括支払に賛成している四原則貫徹のために運動しようとする時に現在の市長助役議長が参加している土地を守る会が一回の招集もされていない具体的な対策が取られていないそういう状態では恐らく四原則の貫徹は出来ない　市長は個人的に一括支払賛成であっても市民はそうは考えていないそういう具体的な現れ方から瀬長兼次の声明を出すということは良い方法だということはこのこと丈で分ると思う　だから今度の当局のとった態度については市長が議長並びに副議長は欠席しているようでありますが総務部長がこれに参加している以上は　このやり方は例え市町村長会同議長会が八月二十日の県民大会の正式の主催団体でないにしろ市町村長会で―市町村長の集まりということになると少くとも市町村民の代表機関である　だからこれは單なる市町村長丈の集まり親睦会でも何でもない　議会の議決によって市町村長会にはこちらから分担金も行っている筈である　これは決して市町村長丈の親睦会じゃない　それを沖縄の重要問題が討議されている重要な会合に総務部長が勝手に出掛けて行って代理であっても全体協議会も開かずそういった相談もなく出掛けるということはこれは間違ったやり方である　それに対して今後那覇市の土地を守る会はどういう風に発展して行って四原則貫徹運動に縣民の先頭に立って行くことが出来るかはこの一亊を見ても危ぶまれる　そういう点からこの声明の出し方に対して誤りであるにせよ正しいにせよ市長としては土地を守る会の会合を早急に招集して貰って全市民が参加出来るような方法をとって貰いたい　各市町村では部落の支部が出来ておりますそれから村会を開いて市会を開いて各字で各部落で土地を守る会の支部を作ってやっている当局も議員も総出でやっている處が一体那覇市ではそういうことがなされておるかどうかそういう状態から見て那覇市としては土地問題に対しては今後の沖縄県民の運命を左右するこの土地問題に対する態度は非常に冷談である義務を果していないと思うが当局はどう考えておるか　それに対して答弁して頂きたい若しそういった重要な問題であるために仕亊が忙しくて役員が勤められないということがあれば早く総会を開いて貰って役員の改選をやって貰いたい

○助役（嘉手納並水君）

この問題は私も副会長をやっておりますが今こんなことを申上げては工合が悪いかも知れませんが断ったのです仕亊が忙しくて出来んからと断ったのですが是非入れということで強制的にやらされたのでありますがこの問題は市長が帰って来てから市長の意向も聽いた上でないと重要な問題でありますので答弁出来ません

（「進行」と呼ぶ者あり）

○大山盛幸君

遲くなりましたが四つ丈要望を申上げます一つは災害の対策即ち台風による災害　水害火災による災害そういう対策については総務部の方が積極的に社会局及び消防隊とも協力され　それに対する亊前の対策を講じて貰いたい色々詳しいことを申上げたいが兎に角消化する条件の悪い場合には或は恐ろしい火災の被害がないとも限りません　こういう場合の対策も一つの救助組織になると思いますからこういうようなものに対しては総務部でしっかり計画を立てて貰いたい今度の台風の災害に対しては政府に色々陳情もありますが当局としてもその罹災者に対して市からもそれ相應の災害補助がなされるものと思う　この件につきましてはその費用を予備費からでも出せる丈の範囲内でしっかりやって貰いたいと思います

二、消防隊は市民に対する信頼感と安心感を与えるよう平素の整備訓練に手抜かりのないようにして貰いたい　消防隊長がいなければその筋から注意して貰いたいその二、三について申上げますが七月二十三日午前二時過ぎに首里に起った火災に対する首里消防隊の出勤　これは責任問題を追及されても　ぐうの音も出ないと思う　兎に角細部に亘る部品或は資財の整備点検には何時何どき起るか分らない問題である以上十二分の整備点検と訓練をして貰いたい　それから志喜屋図書舘のあの災害の如く高層建築に対する消化機材の問題はその後の新聞紙上にも取上げられておった　この件につきましては十二月の定例議会の予算更正の際に務めて予算化してこういう機材が購入出来るように今から消防隊の方で研究させて　どういうものを買うということを計画立案をさせて貰いたい　それと痛いかも知れないがその時の消防隊の服装について消防隊員が普通の夏の白いシャツを着けて出ていいかどうかという問題であります　なおあの時に琉大の方の水道が断水しておったとか聞いておる十分には調査していないがそういうような場合に於いても消防としては横の連関として当然水道課にその連絡をとって何とか処置が出来なかったものかと思う　今後の問題もあるので特に水道の増加栓その他の問題については十二分に横の連関をも取って市民から信頼感　安心感が持てるように注意して貰いたい　三、それと関連して水道の問題　九月六日頃の新聞に公告がありましたが給水停止の問題ですこの問題につきましては慎重に考慮してその対策を亊前に講じて貰ったし聞く処によれば前にお互いが視察した処の中部の水源地は何だか使用が出来ないようになっているとか聞いておるが　それに代るべき水現地を早急に獲得する　それに対しては万一の場合もあるので特にあの時の新聞を視ると午後十一時から午前四時迄は断水ということであったがその間に若し火災その他の取り返しのつかないような問題が惹起した場合に大問題である　それは需要者の多いということが理由の一つになっておるが所謂需要者と供給の問題は前もって分る筈であるからして渇水期になっても困らないような方法を講ずべきだと思うそれと共に特に水源の問題については早急に考慮して貰いたい　四、これは少々耳痛いかも知れないがはっきりした証據を握っている以上お聽きになって貰いたい　当局は特に又その筋の部課職員はその管轄の政府の部及び課の方々に対して親密な連繋を常に取って頂きたい何か政府の許可を得なければならない場合に亊前に色々親密な渡りが付くことが出来れはスムースに簡單に出来るのがあるそういうようなことをしないで仕亊をしようとするものだから合併問題といいターミナル問題といい挫折を来すことがある　特に技術職員は悪くいえば技術屋根性、技術屋気貭　プライドを持ち又是非持って貰はなければいけないが政府職員よりも優秀な方がおるかも知れないが一応その職につけばその折衝かれこれもしなければならないと思うがそういう筋にはその連繋が必ずある筈だから平素から親密なる連繋をとって那覇市の都市計画が政府の職員からも積極的に喜んで援助がされるように今後一層の御奮斗をお願いします　以上四つを申上げて要望致します

○高良清二君

本会議に於ける緊急貭問も大体尽きたようでありますので会議を閉じましてなお必要とすれば協議会に移して頂きたいと思います

○宮里敏慶君

商工会議所の後に山みたいに残してありますが向うは都市計画でどうしてあっちばかり残してあるか当局にお訊ねします

○建設部長（安次富長昌君）

この敷地はキリスト教会を造る　教会は出来る丈高い処に造った方がいいから其所は残して貰いたいという希望があって残したのであります

○宮里敏慶君

その要求が正しいと思って残したのですか向うはハブが相当おると聞いたのですが　地主の承諾を得ないでも他の処はどんどんやっていいといっているが・・・・・・・

○建設部長（安次富長昌君）

教会の敷地に割当てておりますために向うが是非残して呉れという希望があって残したのであります

○宮里敏慶君

一般住民から非難があります苦情も出ておりますが一般市民はどうでもいいキリスト教会は要求を聞くということは矛盾していると思う

○議長（泉正重君）

区画整理の線の引き方これは否応なしにやっている訳です地盤の高低については地主の希望により・・・・・・

○建設部長（安次富長昌君）

辻の方をやりました時には出来る丈その侭残して呉れという希望があった訳でありますそれで出来る丈そういった線に沿うといった考えで道を造りました處がずっと倉庫の附近に行っては一丈も違って来るそうなった場合はその道路から自分の屋敷に上って行く迄には相当の段階であり家を建てる坪数についても制限を受けるといったようなことがありまして後で又取って貰いたいという希望があって取った訳であります最近になって正式に報告は受けておりませんが聞く處によるとバブが多いから取って呉れという希望もあると聞いております

○宮里敏慶君

高低は承諾を得るということになっているということでありますが・・・・

○建設部長（安次富長昌君）

希望を容れることにしております

○宮里敏慶君

区画整理としては残した方がいいかどうか

○建設部長（安次富長昌君）

私は技術出でありませんのでよく分りませんが素人の考え方としてはならした方がいいんじゃないかと思います

○新垣善太郎君

私ども旧小禄でなんか軍用地の問題が盛んに論じられておりますがこういったような問題に対して市の上層部の方々が一度も顔を今迄見せたことがありませんので出来る丈市長さんも軍用地委員にもなっておられますし特にこういったような重要な問題に対しては極力民意を知るということは施政を担当している方の最も必要な問題ではないかと私は思いますので市長さんがお見えにならん時には助役さん方にも時たまそういつた地主の会合を持つ場合におきましてはお見えになつて頂きたいそれで成可くそういったような場合には私どもも団結をして　ときたま色んな会合を持ち合せておりますがそうすることによって結局小禄なんかにもこういう重要な問題も一緒に手を取り合って協力して貰っておるのだということが分り更にこれは研究しなければならんということがお分りになるのじやないかと本員はこう思うのであります　今の処私どもの目から見ますというと余り上層部の方々は支所管内の諸行亊に関心をもつておられんような気がするのでありましてこういつたような重要な問題に対しては是非関心を持って貰いましてそうして住民はこれが有利になるように又一日も早く解決ができるようにということを互いに願つております　そうして皆んなの信頼を得て更にその方面への民意を合せて推進することが出来ると私はこう思いますのでどうぞこの方面宜しくお願い申上げます

○建設部長（安次富長昌君）

担当課長金城君はおりませんがあれは議会に出席することになっておりませんので帰っていないのでありますが次の委員会か適当な機会に答弁させようと思います

○高良清二君

再び動議を提出致します本会議をこれで閉じて協議会に移して頂きたいと思います

○議長（泉正重君）

日程全部を終了致しました　五日間に亘る今期議会はこれで閉会致します

（午後三時閉会）

――― ○ ―――
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一、会議録署名人

一九五七年二月四日

九番議員　　　　喜瀬康一

一九五七年二月二二日

二四番議員　　　久高友敏

一九五七年三月十三日

那覇市議会議長　泉正重
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